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こ の 規格 は， ェ莱棵 準 化 法 第 14 条 によって 準用す る 第に 条第 1 項の 規定に 基づき， 日本 人間工学 会 (JES) 
/財団法人 本 規格 協会 （JSA) から， ェ 業 標準 原案 を 具して 日本 ェ 規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 

日本 工業 標準 調 a 会の 審議 を 経て， 择 ^産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 これによ つて J1SZ 

8500 ： 1994 は 改正され， この 規格に 引き換えられる。 

今回の 改正 は， ロ本ェ業^^^^を国際規格に整^させるため， ISO7250 ： 1996, Ergonomics-Basic human 
body measurements for technological design を 礎 と して 用い 7 こ。 

JISZSSOO に は， 次に 示す 附 が ある。 

附厲書 1( 規定） 大 たい （腿） 長 及び 下たい （腿） 長 

附属 害 2 (参考） JIS と 対応す る 国際規格 と の 対比 表 
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人間工学 一 設計の ための 基本 人体 測定 項目 

Ergonomics — Basic human body measurements for technological design 

序文 こ の 規格 は， 1996 年に 第 1 版と して 発行され た ISO 7250， Ergonomics— Basic human body measurements 
for technological design を 翻訳し， 技術的 内容 を 変更して 作成した 日本工業規格 である。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一覧 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 2( 参考） に 示す。 

人間の 福利 は， 衣服， 作業場， 交通機関， 家庭， リクリエーション 活動な ど 様々 な 要素と 人体との 幾何 
学 的 関係に 大きく 依存して いる。 人間と その 環境との 間の 調和 を 確保す るに は， 作業場と 家庭の 環境の 設 
計 を 最適化す るた めに， 人体の 大き さ と 形 を 数量 化す る 必要が あ る 。 

この 規格 は， 人体 測定 を 用いて 集団 を 定義す るう えでの 整合性 を 確保す るた めに， 国内 又は 国際的な 規 
則 や 協定と ともに 使っても よい。 この 規格 を 様々 な 分野で 適用す る 際に， 分野 固有の 追加 項目 を 基本 項目 
に加えても よい。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 集団 を 比較す るた めの 基礎と して 使う こ とがで きる 人体 寸法 項目に ついて 規 

定 する。 

この 規格に 定められた 基本 測定 項目 は， 集団 を 定義したり， 人々 が 働き， 生活す る 場の 幾何学 的な 設計 
に その 知識 を 利用す る 必要の ある， 人間工学の 専門家の ための 指針と して 役立つ こと を 意図して 定める。 
この 項目 リスト は， 人体 寸法 項目 を どのよう に 測る かの 指針と して 役立つ こと を 意図す る もので はなく， 
人間工学の 専門家 と 設計者に 設計 業務 上の 問題 を 解決す るた め に 適用で き る 解剖学 と 人体 測定の 基礎 と ， 
測定 原理 に関する 情報 を 提供す る 。 

備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/I.ECGuide21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD (修 
正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 

ISO 7250 ： 19% Baste human body measurements for technological design (MOD) 

2. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 次に よる。 

備考 1. 用語 及び 定義で， 仮名の 後の 丸括弧 内の 漢字 は 常用漢字 表に ない 漢字で， 参考の ために 示す 
もので あり， 用語の 一部で はない (以下， 同様と する。）。 
2. 用語の 対応 英語 を 参考と して 示す。 
2.1 集団 （population group) ある 共通の 環境に いる， 又は 共通の 活動 をす る 人々。 
2.2 Affl^fflii 

a) 正中 面 （正中 矢 状 面） (midsagittal plane) 人体 を 左右 両 半に 分ける 鉛直 平面。 "せいち ゆ う めん （せいち 
ゆうし じょ うめん）" と 読む。 

b) 矢 状 面 （sagittal piane) 正中 面に 平行な すべての 面。 "しじょう めん" と 読む。 

c) 正中線 （midsagittal line) 正中 面と 体 表面との 交 線。 "せいちゅうせん" と 読む。 
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d) Ipl 週— (前 題 面バ frontal plane) 正中 面に 直角で 人体 を 前部と 後部と に 分ける 鉛直 平面。 "ぜんとうめ 
ん （ぜんがく めん）" と 読む。 

e) 遠 位 （distal) 四し （肢） について 体 幹から 遠い 部位。 

f) 近 位 （proximal) 四し （肢） について 体 幹に 近い 部位。 

g) とう （橈) 側 （radial) 上し （肢） について とう （橈) 骨が あ る 側 (親指 側) 。 "とうそく" と 読む。 

h) 尺 側 （ulnar) 上し (肢） について 尺骨が ある 側 (小指 側)。 "しゃく そく" と 読む。 

けい (腿) 側 （tibial) 下し （肢） について けい （脛) 骨が ある 側 (親指 側）。 "けいそく" と 読む。 

え …ひ乂 き)_舰 （fibular) 下し （肢） について ひ (腓) 骨が ある 側 (小指 側)。 "ひそく" と 読む。 

k) 大 たい （腿） 二頭筋 （biceps femoris) 大 たい （腿） の 後 面に ある 大きな 筋の 一つ。 

I) 三角筋 （deltiod muscle)' 上腕の 肩の 外側 面に ある 大きな 筋。 

m) 殿 溝 （gluteal fold) でん (臀) 部と 大 たい （腿) 後 面の 境界に ある， 皮膚の しわ。 

n) 握り 軸 （gripaxis) こぶし を 握った ときの こぶしの 軸。 手に 握った 棒の 長軸と する。 

0) 外側の （lateral) 身体の 中心 線から 遠い 方。 

P) 内側の （medial) 身体の 中心 線に 近い 方。 

q) 耳 眼 面 （FrankfUrt plane) 左右の 耳珠 点と 左の 眼 か （窩） 点との 3 点で 決められる 面。 

3. EMM 人体 寸法 を 測定す る 際の 測定 点 は， 表 1 及び 図 1 による。 
備考 1. 測定 点の 用語の 読み方 を 括弧 書きで 示す。 

2. 測定 点の 対応 英語 を 参考と して 示す。 

3. 表 1 の 測定 点と 図 1 の 人体 図と を 対応させる ため， 測定 点の 番号 を 図 1 に 示す。 
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表 1 測定 点 



备 ラ 


測定 点 


定義 


参照 図 


対応 英語 (参考） 


1 


頭頂 点 

(とうちよ うてん） 


頭頂部の， 正中 面に おける 最高点。 


図 1 の a) ， b) 


vertex 


2 


後 頭 点 

(こ う とうてん） 


み (眉） 間 点から 最も 遠い 位置に ある 後頭部の， 正 
中 線 上の 点。 


図 1 の a) 


opistocranion 


3 


耳珠点 

(じ しゅてん） 


耳珠 [耳の 孔の 前， 外側に ある 突出] の 上の 付け 

根の 点。 


図 1 の a) 


tragion 


4 


側 頭 点 

(そ く と うてん） 


側 頭部 において 最も 外側 にある 点。 左右の 側 頭 点 
は， 同じ 前頭 面 内に ある。 


図 1 の a) 


euryon 


' 


ヌ カーレ 


正中線 上で， うなじの 筋の 間で 触れる ことができ 
る 後 頭骨の 最下 方の 点。 


図 1 の a) 


nuchale 


6 


み （眉） 間 点 
(みけん てん） 


み （眉） 間が 正中線 上で 最も 前方に 突き出し てい 
なほ。 


図 1 の a) 


glabella 




鼻 あん （鞍） 点 
(び あんてん） 


正中線 上で 鼻根 部の 最 も 陥 四 し た 点。 


図 1 の a) 


sellion 


8 


口 点 

(こうてん） 


口 裂 匚ヒ 唇と 下唇と に 囲まれた 空間] 力ま 正中線に 
よって 切られる 点。 


図 1 の a) 


stomion 


9 


おとがい 点 
(おと カ^ 3 てん） 


下 あご (顎) の 下 縁のう ち， 正中線 上で 最も 下方に 
ある 点。 


図 1 の a) 


gnathion 


10 


外 眼 角 点 

(がいがん か く て 
ん） 


眼の 外側 部で 上下の 眼 けん （瞼） 縁 （まぶたの 縁） 
力 《接する 点。 


図 1 の a) 


ectocanthion 


11 


眼 か (窩） 点 
(がんか てん） 


眼 か （窩） [眼球が 入って いる 頭骨の 穴] の 下 縁の 
うち， 最も 下方に ある 点。 


図 1 の a) 


orbitale 


12 


けいつい （頸椎） 点 
(けいつい てん） 


第 七け いつい （？ g 椎） のきよ く （棘） 突起 [甘き （脊） 

柱 を 構成す る 個々 の 骨の 後ろ 側から 出て いる 突 
起] の 先端の 点 


図 1 の b) 


cervicale 


13 


胸骨 中点 

(きょ う こっち ゆ 
うてん） 


左右の 第 四 胸 ろ く （肪) 関節 [胸骨 とろつ （肋) 骨と 
の 間の 関節] を 結ぶ 直線と 正中線との 前 胸壁 面 上 
での 交点。 


図 1 の b) 


mesostemale 
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肩 峰 点 

(けんぼう てん） 


肩甲骨の 肩 峰 [肩甲骨の 背 側面に ある 棚 状の 隆起 
の 先端が 扁平な 大きな 突起と なって いる 部分] の 
外側 縁のう ち， 最も 外側に 突き出し ている 点。 


図 1 の b) 


acromion 
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前え き カバ 腋窩） 点 
(ぜんえ きか てん） 


えき 力、 （腋窩） （わきの 下） 前 縁の 大胸筋 付着 部の 
最下 端の 点。 


図 1 の b) 


anterior armpit point 
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腸 骨り よ う （稷) 点 
(ちょうこ つりよ 
うてん） 


腸 骨り よう （衡 [骨盤の 上 縁に 沿って 伸びて いる 
骨の 高まり] のうち， 最も 外側に 突き出し ている 

点。 


図 1 の b) 


iliocristale 
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腸き > く （棘） 卢 

ly/j し c;*^ ヽ ォ 小/ ん" ヽ 

(ちょうきょくて 
ん） 


上前 腸 骨き よ く (棘） 「腸 よ う （稳） の 前端に あ 

る 突起] の 最も 下 縁の 点。 


Ml (Oh) 

1 ハ 1 M. V ノ wJ / 


ilinQr>in?i1p antprniQ 

Hi Wo Lf 111 CHS-- U^l 丄！^ V /丄 lUli3 
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と う {-m) 想' 占 

し ノ \ ITXi/ RJ ハ、 ヽ 

(と う こつ てん） 


と う （檸） 骨 頭 「と う （榑レ 翳の 近 f 亡 ク耑の 円 a# 形の 都 

し ノ 、1>1；^ノ Fil しし ノ VL^/ Fd V ノ AJ«^ lii* ノ no レノ 1 J Jul ノ 【z ゾ ノロ |J 

分] の 外側 近 位 端の 点。 


1 (7) b) 

1 八 ■ .L V ノ V3 / 


1 <IU J Cll. レ 
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と う （橈） 骨け い 
(蓳) 突 点 

(とうこつ けいと 
つてん） 


と う （橈) 骨の けい (S) 状 突起 [と う （橈) 骨 遠 位 端 

の 先端が とがった 部分] の 最遠位 端の 点。 


図 1 の b) ， C) 


stylion 


20 


尺骨け い （茎) 突 点 
(しゃつ こっけい 
とってん） 


尺骨の けい （茎) 状 突起 [尺骨の 遠 位の ふく ら みか 
ら 細く 突き出た 部分] の 最遠位 端の 点。 


図 1 の b) ， C) 


stylion ulnare 
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表 1 測定 点 (続き) 



番号 


測定 点 


疋虞 


参照 図 


対応 英語 (参考） 
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とう （橈) 側 中手 点 
(とうそく ちゅう 
しゅてん） 


第二 中手 骨の 骨 頭 [中手 骨の 遠 位 端に ある ふく ら 
んだ 部分] のうち， 最もとう （繞) 側に 突き出して 
いる 点。 


図 1 の C) 


metacarpale radiale 


22 


尺 側 中手 点 
(しゃく そくち ゆ 
う しゅてん） 


第五 中手 骨の 骨 頭 [中手 骨の 遠 位 端に ある ふく ら 
んだ 部分] のうち， 最も 尺 側に 突き出し ている 点。 


図 1 の C) 


metacarpal e ulnare 
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指 節点 
(しせつ てん） 


背 側 [手の甲 側] における 手指の 基 節 骨の 近 位 端 
の 点。 指 節点 は 各 指に あり， 第一 指〜 第五 指 指 節 
点と 呼ぶ。 


図 1 の C) 


phalangion 


24 


指せん （尖) 点 
(しせん てん） 


手の 第三 指の 先端のう ち， 最も 遠 位に ある 点。 


図 1 の b) ， C) 


dactylion 


25 


転 子 点 
(てんし てん） 


大 たい （腿) 骨の 大転子 [犬たい （腿) 骨の 上方 外側 
にある 大きな 突起] の 最上 縁の 点。 


図 1 の！)） 


trochanterion 
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けい （脛) 骨 点 
(けいこつ てん） 


けい W) 骨の 内側 顆 [けい (脛) 骨の 上部 内側 部に 

ある ふくらんだ 部分] の 上 縁で 最も 高い （近 位に 

ある） 点。 


図 1 の b) 


tibiale 


27 


内果点 

(ないか てん） 


けい (脛) 骨の 内果 [けい (脛) 骨の 下端 部内 側の ふ 
くらみ。 いわゆる， 内 くるぶし] の 最下 端の 点。 


図 1 の b) 


sphyxion 


28 


外果点 
(がいか てん） 


ひ (腓) 骨の 外果 [ひ (腓) 骨の 下端 部外 側の ふ く ら 
み。 いわゆる， 外 くるぶし] の 最下 端の 点。 


図 1 の b) 


sphydon fibulare 


29 


しょう （踵） 点 
(しょうてん） 


しょう （踵) 骨 [かかとの 骨] のうち， 最も 後方に 
突き出し ている 点。 


図 1 の d) 


pternion 


30 


足せん （尖) 点 
(そ く せんてん） 


しょう （踵） 点から 最も 遠い 位置に ある 足 指の 先 
端の 点。 


図 1 の d) 


acropodion 


31 


けい (脛) 側 中 足 点 
(けいそく ちゅう 
そく てん） 


第一 中 足 骨の 骨 頭のう ち， 最もけ い （脛) 側に 突き 
出して いる 点。 


図 1 の d) 


metatarsal e tibiale 


32 


ひ (腸 側 中 足 点 
(ひそく ちゅうそ 
くてん） 


第五 中 足 骨の 骨 頭のう ち， 最も ひ (腓) 側に 突き出 
している 点。 


図 1 の d) 


metatarsale fibulare 




b) 

1 測定 点 
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図 1 測定 点 (続き) 
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4. 測定 条件 調査結果に は， 数値と ともに 下記の 条件 を 記載す る ことが 重要で ある。 測定 項目 及び 測定 

手順の 写真 又は 詳細な スケッチ を 添える ことが 望ましい。 

4.1 被験者の 着衣 測定 中， 被験者 は 裸体 又は 最小限の 衣類 を 着け， 無帽で， 裸足で なければ ならない。 
4.2 支持 面 立 位 面 (床 面)， 計測 台 又は 座 面 は， 平たん 及び 水平で， しかも 堅い もので なければ ならな 

い。 

4,3 左右の 測定 身体の 左右 どちら 側で も 測定で きる 寸法 項目 は， 両側 を 測る こと を 推奨す る。 両側 測定 
が 不可能な 場合 は， どちらの 側 を 測定した 力、， 明記す る ことが 望ま しい。 

4.4 測定器 具 推奨す る 標準 的な 測定器 具 は， アン トロ ポ メータ， 滑 動 計， 触角 計， 体重計 及び 巻尺と 

する。 

備考 測定器 具の 対応 英語 を 参考と して 示す。 
4.4.1 アン トロ ポ メータ （anthropometer) 体 表 上の 測定 点と， 床 面 や 座 面の ような 測定 基準 面との 間の 直 

線 距離 を 測定す るた めに， アン トロ ポ メータ を 用いる。 

4.4.2 かん （桿) 状 計， 滑 動 計， 触角 計 （sliding and spreading calipers) 身体 各部の 幅， 厚さ 及び 測定 点 間の 

距離の 測定に， かん (桿) 状 計， 滑 動 計， 触角 計 を 用いる。 

4.4.3 巻尺， 測定 用 立方体， 握り 棒 （tape measure, measuring cube and rod) 身体の 周 長の 測定に， 巻尺 を 
用いる。 座 位に おける でん （臀） 部の 後方への 最 突出 点 を 確定す るた めに， 一辺 200mm の 测定用 立方体 を 
用いる。 握りに 関する 寸法の 測定に， 直径 20nrm の 棒 を 用いる。 

4.4.4 その他の 測定器 具 方眼紙 は， 基準 面から 測定 点までの 直線距離で アン トロ ポ メータで は 測れない 
ときに 使う。 ハイト ゲージ は， 基準 面から 測定 点までの 高さで 絶対値が 小さい もの を 測る ときに 使う。 測 
定用 円す い （錐） は， 高さ 80mm ごとに 直径が 5 mm 増す 円す い （錐） で， 握り 内径 を 測る ときに 使う。 足 
長の 計測に は 足 長 計測 器 (全 履 協 式) を 使っても よい。 

4.5 その他の 条件 呼吸に 影響され る 胸部 その他の 項目 は， 通常の 呼吸の 状態で 測る こと を 推奨す る。 

4.6 mMmm 測定 姿勢の 基本条件 は， 次に よる。 

a) 立 位 背す じ を 緊張す る ことなく 伸ばし， 肩の 力 を 抜いて， 上し （肢) を 自然に 下垂し， 左右の かかと 
を 付ける。 

b) 座 位 背す じ を 緊張す る ことなく 伸ばし， 肩の 力 を 抜いて， 上し （肢） を 自然に 下垂し， 両 ひじ （肘） を 
ほぼ 直角に 曲げる。 下し （肢） は， 左右の 大 たい （腿） を ほぼ 平行に して， 両 ひざ (膝） と 両足 首 を ほぼ 直 

角に し， .虽底_き_ぼ酣^^養は_§.。 

c) 耳 眼 面 水平 耳 眼 面 を ほぼ 水平に 保つ。 
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5. 測定 項目 人体 寸法の 基本的な 測定 項目 は， 次のと おりと する。 また， 測定 項目 及び 測定 姿勢 を 全体 
図と して ま とめた もの を 付図 1 に 示す。 

なお， 犬たい (腿) 長 及び 下たい (腿) 長 は， 附属 書 1 に 示す。 
備考 1. 測定 項目の 用語の 読み方 を， 括弧 書きで 示す。 

2. 測定 項目の 対応 英語 を 参考と して 示す。 

3. ISO 7250 ： 1996 に 同一の 項目が ある 場合 は， 括弧 書きで ISO 7250 ： 1996 項目 番号 を 示す。 

4. 次に 規定す る 測定 項目と 付図 1 の 全体 図と を 対応させる ため， 測定 項目の 記号 を 付図 1 に 添 
えて 示す。 ただし， 体重 は 除く。 



5.1.3 頭-]！ 二:? 1:15. 角 _ きき 離 （と うちょう がいがん かくき より ）ectocanthion to 
vertex height 



5.1 頭部の 項目 

5.1.1 MMM (ぜん とうこう） total head height 

定義 ： 頭頂 点から おとがい 点までの ま&直 距離。 
方法 ： 被験者 は 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 



定義 ： 頭頂 点から 外 眼 角 点までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： かん (桿) 状 計 



1.2 豆 貝 耳 局 (とつ じこつ) tragion to vertex height 

定義 ： 頭頂 点から 耳珠 点までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 




図 5.1.3 



5.1.4 MM"DMEM (とうちょうこう てんきょり） stomion to vertex height 

定義 ： 頭頂 点から 口 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 

測定器 ： かん (捍) 状 計 



5.1.5 顔 高 （がんこ う） face length (ISO 7250 ： 4.3.11) 

定義 ： 裊_ あん ズ鞍丄 4 からき: ？ヒ虔 までの 直線距離。 
方法： 被験者 は 口 を 閉じる。 
測定器 ： 触角 計 



5.1.6 頭 長 （とうちょう） head length (ISO 7250 ： 4.3.9) 

定義 ： み (眉） 間 点から 後 頭 点までの 直線距離。 
方法 ： 頭の 向き は 測定値に 影響 を 与えない。 
測定器 ： 触角 計 



5.1.7 ぎ#_1ニ_^?^：|§_き_距||( こ うとう がいがん か くきより） occiput to 
ectocanthion distance 

定義 ： 後頭部が 接した 鉛直な 壁面から 外 眼 角 点までの 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 後頭部 を 鉛直な 壁面に 密着 させ， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持 

する。 

測定器： アン トロ ポ メータ 
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5.1.8 逢 IS 二- 哩轔 （こうとうこう てんきょり） occiput to stomion distance 

定義 ： 後頭部が 接した 鉛直な 壁面から 口 点までの 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 後頭部 を 鉛直な 壁面に 密着 させ， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持 
する。 

測定器 ： アン トロ ポ メータ 



5.1.9 fiSl_-gJ*SEg| (こうとう じしゅき より） occiput to tragion distance 

定義 ： 後頭部が 接した 鉑 直な 壁面から 耳珠 点までの 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 後頭部 を 鉛直な 壁面に 密着 させ， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持 
する。 

測定器： アン トロ ポ メータ 



5.1.10 頭 幅 （とうふく） head breadth (ISO 7250 ： 4.3.10) 

定義 ： 左右の 側 頭 点 間の 直線距離。 

方法 ： 頭の 向き は 測定値に 影響 を 与えない。 

測定器 ： 触角 計 



5.1.11 gi^r^ipi (じしゅかん ふく） bitmgion breadth 

定義 ： 左右の 耳珠点 間の 直線距離。 

方法 ： 頭の 向き は 測定値に 影響 を 与えない。 

測定器 ： 触角 計 



5.1.12 _ ざ 二 ラ丄嚏 ほし 間- 暢 （どうこう かん ふ く ） interpupillary breadth 

定義 ： 水平 前方 を 注視した ときの 左右の どう （瞳) 孔 中心 間の 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 水平 前方 を 注視す る 。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.1.13 頭囲 （と う い） head circumference (ISO 7250 ： 4.3.12) 

定義 ： み （眉） 間 点 を 起点と して 後 頭 点 を 経て 起点に 至る 頭の 周 長。 

方法 ： 巻尺 をみ (眉） 間 点の 上で 押 ざえ， 頭骨の 最後 方 点 を 通る よ う に 巻い 

て 測る。 頭髪 も 測定に 含めなければ ならない。 
測定器 ： 巻尺 



5.1.14 頭 矢 状 弧 長 （とうし じょうこ ちょう） sagittal arc (ISO 7250 ： 4.3.13) 

定義： み （眉） 間 点から. ヌ_ え r 上までの 頭頂 点 を 通る 頭の 表面に 沿った 長さ。 
方法： 巻尺 をみ (眉） 間 点の 上で 押さえ， 頭頂 を 経て 頭骨の 最後 方 点 を 通し， 

. ヌ. 力. ニ_ヒ ま で を 測 る。 頭髪 も 測定に 含めな ければ な ら ない。 
測定器 ： 巻尺 



5.1.15 耳珠間 頭頂 弧 長 （じしゅ かん とうちょう こちよ う） bitragion arc (ISO 
7250 ： 4.3.14) 

定義 ： 左右の 耳珠点 間の 頭頂 を 通る 頭の 表面に 沿った 長さ。 

方法 ： 巻尺 を 一方の 耳珠 点の 上で 押さえ， 頭頂部 を 通して 他方の 耳 珠点ま 

での 長さ を 測る。 頭髪 も 測定に 含めなければ ならない。 
測定器 ： 巻尺 



12 

Z 8500 ： 2002 

5.2 立 位で 測る 体 幹 • 四肢の 項目 

5.2.1 体重 （たいじ ゆ う） body mass (weight) (ISO 7250 ： 4.1.1) 

定義 ： 身体の 全 質量。 

方法： 被験者 は 体重計に 乗る。 

測定器 ： 体重計 



5.2,2 身長 （しんちょう） stature (body height) (ISO 7250 ： 4, 1 .2) 

定義 ： 床 面から 頭頂 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と り ， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.3 外 眼 角 高 （がいがん かく こう） eye height (ISO 7250 ： 4.1.3) 

定義 ： 床 面から 外 眼 角 点までの 鈴 直 距離。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と り ， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2,4 はや- 2. い- （けいついこう） cervicale height 

定義 ： 床 面から けいつい (頸椎) 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と り， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 

測定器 ： アン トロ ポ メータ 




図 5.2.4 



5.2.5 肩 峰 高 （けんぼう こ う） shoulder height (ISO 7250 ： 4.1.4) 

定義 ： 床 面から 肩 峰 点までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を とる。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.6 前え S か- (適; ^_)_ ft (ぜん えきかこう） anterior axillary height 

定義 ： 床 面から 前え きか (腋窩) 点までの 鉛直 距離。 
方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.7 t^SMlW.MM (とうこつ てんこう） radiale height 

定義 ： 床 面から と う （橈) 骨 点までの 鉛直 距離。 
方法： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



14 

Z 8500 ： 2002 



5.2.8 ラ. - (養え 骨-はし- ヽ- (蘇.) 亳 （とうこつ けいとつ こう） radial stylion height 

定義 ： 床 面から と う （橈) 骨け い （蓥) 突 点までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.9 指せん 丄紫) (しせん たんこう） dactylion height 

定義 ： 床 面から 指せん （尖) 点までの 錯直 距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 指 を 伸ばす。 
測定器 ： アン トロ ポ メータ 



5.2.10 ちゅう （肘） 頭 局 （ちゅうとうこう） elbow height (ISO 7250 ： 4.1.5) 

定義 ： 床 面から 直角に 曲げた ひじ （肘) の 骨の 下端までの 鉛直 距離。 

方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 上腕 は 自然に 下げ， ひじ （肘） を 直角に 曲 

げ， 手のひら を 内側 に 向 けて 前腕 を 水平 前方 に 伸 ばす。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



8500 
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5.2.11 握 り 軸 高 （にぎり じくこう） fist (grip axis) height (ISO 7250 : 4.4.4) 

定義 ： 床 面 か ら こぶしの 握り 軸までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 手に は 軸が 水平で 矢 状 面 内に あるよ う に， 

握り 棒 を 握る。 
測定器： アン トロ ポ メータ， 直径 20mm の 棒 



5.2.12 よ- レ -(-|^ 丄 拳よ j 棗 ま；^ 丄ま) (じ ようしきよ じょうし せんたん こ 

つ ) dactylion height, over head 
定義 ： 床 面 か ら 上し （肢） を挙上 したと き の 指せん (尖) 点までの 鉛直 距離。 
方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと り， 上し （肢） を 鉛直 上方に 上げる。 
測定器 ： 方眼紙 



5.2.13 腸 骨き よく （棘） 局 （ちょうこ つきよく こう） iliac spine height, standing 
(ISO 7250 ： 4.1.6) 

定義 ： 床 面から 腸き よ く （棘) 点までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 




図 5.2.13 
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5.2.14 転 子 高 (てんしこう) trochanterion height 

定義 ： 床 面から 転 子 点までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.15 ま た （股） 下 高 （またしたこう） crotch height (ISO 7250 ： 4. 1 .7) 

定義 ： 床 面から 恥骨 下肢 遠 位 端までの 鼢直 距離。 

方法 ： 被験者 は， まず 両足 を 最大 100 mm 離して 立つ。 測定器の 可動 ァ一 
ムを大 たい （腿） の 内側 面に 当て， アーム を 持ち上げて 恥骨に そっと 当て 
る。 次に 被験者 は 脚 を 閉じ， 測定 中 は 立 位 姿勢 を と る。 .輕_ケ12_な：^：^_〔こ. 

測定器： アン トロ ポ メータ 



5,2.16 けい （脛） 骨 上 縁 高 （けいこつ じょ う えんこう） tibial height 
(ISO 7250 ： 4.1.8) 

定義 ： 床 面から けい (脛) 骨 点までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.17 指揮 (しきょ く ）span 

定義 ： 両 上し （肢） を 自然に 左右に 水平に 伸ばした ときの， 

左右の 指せん （尖) 点 間の 直線距離。 
方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと り， 両 上し （肢） を 左右に 水 

平に 伸ばす。 
測定器： アン トロ ポ メータ 
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5.2.18 ±U(ffiE)ft (じょうし ちょう） upper limb length 

定義 ： 肩 峰 点から 指せん (尖) 点までの 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 指 を 伸ばす。 
測定器： かん （桿) 状 計 



5.2.19 ±MM (じょうわん ちょう） upper arm length 

定義 ： 肩 峰 点から と う （橈) 骨 点までの 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器： かん (桿) 状 計 



5.2.20 mMM (ぜんわん ちょう） forearm length 

定義： とう （僥) 骨 点から と う （橈) 骨け い （蓥) 突 点までの 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 




図 5.2.20 
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5.2.21 肩 峰一 ちゅう （肘） 頭 距離 （けんぼう ちゅう とうきよ り） shoulder- elbow 
length (ISO 7250 ： 4.2.6) 

定義 ： 肩 峰 点から 直角に 曲げた ひじ （肘) の 骨の 下端までの 鉛直 距離。 
方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 上腕 は 自然に 下げ， ひじ （肘） を 直角に 曲 
げ， 手のひら を 内側に 向けて 前腕 を 水平 前方に 伸ばす。 座 位で 測っても よ 

い。 

測定器 ： かん (桿) 状 計 



5.2.22 前腕 手長 （ぜんわん しゅち よ う） forearm - fingertip length (ISO 7250 ： 
4.4.5) 

定義： ひじ （时） を 直角に 曲げた ときの， ひじ （肘） の 後 縁から 指せん （尖） ま 
での 水平 直線距離。 

方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 上腕 は 自然に 下げ， ひじ （肘） を 直角に 曲 
げ， 手のひら を 内側に 向けて 前腕 を 水平 前方に 伸ばす。 手指 を 伸ばす。 座 
位で 測っても よい。 

測定器： かん (桿) 状 計 



5.2.23 ちゅう （肘) 頭 後 縁 一握り 軸 距離 （ちゅう とうこうえん にぎり じ く きょ 
り ） elbow— grip length (ISO 7250 ： 4.4.3) 

定義： ひじ （肘） を 直角に 曲げた ときの， ひじ （肘). の 後 縁から 握り 軸までの 
水平 直線距離。 

方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 上腕 は 自然に 下げ， ひじ （肘） を 直角に 曲 
げて 前腕 を 水平 前方に 伸ばす。 手に は 軸 を 鉛直に して 握り 棒 を 握る。 座 位 
で 測っても よい。 

測定器 ： かん (桿) 状 計， 直径 20 mm の 棒 



5.2,24 背厘ニぇ|1^ _ん丄ま)__距鼸 （はいめんし せんきょり） arm reach from back ^ 

定義 ： 上し （肢） を 水平 前方に 伸ばした ときの， 背面 を 密着した 鉛直な 壁面 

か ら 指せん (尖) 点 ま での 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 左右の 肩甲骨と でん （臀) 部 をし つかり と錯 直な 壁に 押し 付 

けて 立つ。 両 上し （肢） を 水平 前方に 伸ばし， 手指 を 伸ばし， 手のひら を 内 

側に 向ける。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.25 背面— 握り 軸 距離 （はいめん にぎり じくき より） grip reach; forward reach 
(ISO 7250 : 4.4.2) 

定義 ： 上し （肢） を 水平 前方に 伸ばした ときの， 背面 を 密着した 鉛直な 壁面 

から 手の 握り 軸 ま での 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 左右の 肩甲骨と でん (臀) 部 をし つかり と 鉛直な 壁に 押し 付 

けて 立つ。 上し （肢） を 水平 前方に 完全に 伸ばす。 手に は 軸を鉑 直にして 握 

り 棒 を 握る。 

測定器 ： アン トロ ポ メータ， 直径 20 mm の 棒 

5.2.26 _背_1[ニ_^?1眼角_距離_(は いめ んがぃがんか くきより ）wal 卜 ectocanthion 
distance 

定義 ： 背面 を 密着した 鉛直な 壁面から 外 眼 角 点までの 水平 直線距離。 

方法 ： 被験者 は 左右の 肩甲骨と でん （臀) 部 をし つかり と鉑 直な 壁に 押し 付 

けて 立つ。 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： アン トロ ポメ 一夕 



5.2.27 背面一 肩 峰 距離 （はいめん けんぼう き よ り） waU - acromion distance (ISO 
7250 ： 4.4.1) 

定義 ： 背面 を 密着した 鉛直な 壁面から 肩 峰 点までの 水平 直線距離。 

方法 ： 被験者 は 左右の 肩甲骨と でん (臂) 部 をし つかりと 鈴 直な 壁に 押し 付 

けて 立つ。 壁面に 当てる 両 肩の 力 は 均等に し， 雨稱1 ま _皇_然_^ らエ垂 :t?L。__. 
測定器： アン トロ ポ メータ 
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5.2.28 二 はし-、—？ 上 推ん "^Jfli (はいめん けいつい てんきょり） wal ト 

cervicale distance 

定義 ： 背面 を 密着した 鉛直な 壁面から けいつい （類推) 点までの 水平 直線 距 

離。 

方法 ： 被験者 は 左右の 肩甲骨 と でん (臀) 部 を しっかりと 鉛直な 壁に 押し 付 

けて 立つ。 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.29 ちゅう （肘） 頭— 手首 距離 （ちゅうとうて くびきより） elbow- wrist length 
(ISO 7250 ： 4.2.7) 

定義 ： 鉛直な 壁面から 手首 [尺骨け い (蓥) 状 突起] までの 水平 直線距離。 
方法： 被験者 は 鉛直な 壁 を 背に して 立 位 姿勢 をと る。 上腕 を 自然に 下げ， ひ 
じ （肘） を 直角 に 曲 げてひ じ （肘) の 後 縁 を 壁に 付ける。 前腕 は 水平に 保持す 
る。 壁面から 尺骨け い （蒸) 突 点まで を 測る。 座 位で 測っても よい。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 

5.2.30 肩 峰 幅 （けんぼう ふ く ） shoulder (biacromial) breadth (ISO 7250 ： 4.2.8) 

定義 ： 左右の 肩 111^ 点 間の 直線距離。 

方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 座 位で 測っても よい。 

測定器： かん (桿) 状 計 



5.2.31 肩幅 （けんぷ く ） shoulder (bideltoid) breadth (ISO 7250 ： 4.2.9) 
定義 ： 左右 上腕の 三角筋の 最も 外側に 突出した 点 を 結ぶ 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 座 位で 測っても よい。 
測定器： かん (桿) 状 計 



5.2.32 胸部 横径 （きょうぶ おうけい） chest breadth, standing (ISO 7250 ： 4.1.11) 

定義 ： 胸骨 中点の 高さに おける 胸部の 最も 外側に 突き出した 部位 間の 水平 
直線距離。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 tt は 普-段 使.:?.：?. ヒ. § ブラぶ- ャ 二-き-着-は 
測定器 ： かん (桿) 状 計 又は 大型 触角 計 



5.2.33 暈. 外体蟫 （さいがい たいふく） maximum body breadth 

定義 ： 左右 上し （肢) の 最も 外側に 突き出した 部位 間の 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 又は 大型 触角 計 
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5.2.34 ちゅう （肘） 間 幅 （ちゅうかん ふく） elbow_to- elbow breadth (ISO 7250 ： 
4.2.10) 

定義 ： 左右の ひじ （肘) の 最も 外側に 突き出した 部位 間の 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 上腕 を 下げて 体の 両側 面に 軽く 接触 させ， 
左右の 前腕 を 互いに 平行に， しかも 床と も 平行 になる ように 水平 前方 に 伸 
ばす。 測定の 際， ひじ （肘) の 皮膚 を 圧迫し ない。 座 位で 測っても よい。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 又は 大型 触角 計 

5.2.35 M#0.J:3_.(^).lii (ちょうこつ りょうふく） bicristal breadth 

定義 ： 左右の 腸 骨り よ う （稷) 点 間の 直線距離。 
方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 又は 大型 触角 計 



5.2.36 でん （臀） 幅 （でん ふく ） hip breadth, standing (ISO 7250 ： 4.1.12) 

定義 ： でん (臂) 部の 左右の 最も 外側に 突き出した 部位 間の 水平 直線距離。 
方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 測定の 際， 皮膚 を 圧迫し ない。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 又は 大型 触角 計 



5.2.37 胸部 矢状径 （き ようぶし じょう けい） chest depth, standing (ISO 7250 ： 
4.1.9) 

定義 ： 胸骨 中点の 高さに おける 正中 面 上の 胸部 前後 間の 水平 直線距離。 

方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 

測定器 ： 曲尺 付きかん (桿) 状 計 又は 大型 触角 計 



5.2.38 Mi^Smi^ や ノ氲) —（きょうぶ こうけい • き ようこつ ちゅうてん） 
thorax depth at mesosternale 

定義 ： 胸骨 中点の 高さに おける 胸部 前後 面の 最大 突出 部位 間の 水平 直線 距 

離。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 女性 は 普段 使って いる ブラジャー を 着け 

る。 

測定器： かん (桿) 状 計 



5.2.39 乳頭 位 胸部 厚径 （に ゆ うとうい きょうぶこう けい） thomx depth at the 
nipple (ISO 7250 ： 4.2.16) 

定義 ： 乳頭の レベルに おける 胸部の 前後 面の 最大 突出 部 間の， 水平 直線 距 

離。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 女性 は 普段 使 つてい る ブラジャー を 着け 

る。 座 位で 測っても よい。 
測定器： かん (桿) 状 計 
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5.2.40 立 位 身体 最大 前後 径 （りつい しんたい さいだい ぜんごけ い） body depth, 
standing (ISO 7250 ： 4.1.10) 

定義： 体の 最大 奥行き。 

方法 ： 被験者 は 左右の 足 を 付け 鉗 直な 壁面に 背 を 密着 させて 立つ。 上肢 は 
自 然 に 下垂す る。 壁面から 身体の 最も 前部に ある 点 ま での 水平 直線距離 を 

測 る 。 さ-性え さ-普 E 使:? -ェヒ § ズ. え 、ぇャ 二-き-着 は 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.2.41 けい （頸） 囲 （けいい） neck circumference (ISO 7250 ： 4.4.8) 

定義： こう （喉) 頭 隆起 （のどぼとけ） の 直下で けい （類） の 軸に 直交す るよう 
に 測った 穎の 周 長。 

方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと り， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 座 位で 測 

つても よい。 
測定器 ： 巻尺 



5.2,42 胸 固- —中—^—)— (きょうい' きょうこつち ゆうてん） chest circumference 
at mesostemale 

定義 ： 胸骨 中点 を 通る 胸部の 水平 周 長。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 女性 は 普段 使 つてい る ブラジャー を 着け 

る。 

測定器 ： 巻尺 
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5.2.43 乳頭 位 胸囲 （に ゆうとう いきょう い） chest circumference (ISO 7250 ： 
4.4.9) 

定義 ： 乳頭の 高さで 測定した 体 幹の 水平 周 長。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 女性 は 普段 使って いる ブラジャー を 着け 
る。 

測定器 ： 巻尺 




図 5.2.43 



5.2.44 胴 囲 （どうい） waist circumference (ISO 7250 ： 4.4.10) 

定義 ： 最も 下方の ろつ （肋) 骨と 腸 骨り よ う （稷) 上 縁の 中間の 高さに おける 
体 幹の 水平 周 長。 

方法： 被験者 は 立 位 姿勢 をと る。 腹部の 筋の 力 を 抜く よう， 被験者に 指示 

する。 
測定器 ： 巻尺 




図 5.2.44 



5.2.45 上腕 囲 (し よ つわん い) upper arm circumference 

定義 ： 上腕の 最膨隆 部位に おける 周 長。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を とる。 
測定器 ： 巻尺 




図 5.2.45 
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5.2.46 前脾 最大 囲 （ぜんわん さいだいい） forearm circumference 

定義 ： 前腕の 最膨隆 部位に おける 周 長。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器 ： 巻尺 



5.2.47 手首 囲 （て く びい） wrist circumference (ISO 7250 ： 4.4.11) 

定義： とう （橈) 骨と 尺骨の けい （墓) 状 突起の 位置で 測定した， けい （茎) 状 

突起 を ふくむ 手首の 周 長。 
方法： 被験者 は 手と 手指 を 伸ばし， 前腕 を 水平に 保つ。 
測定器 ： 巻尺 



5.2.48 大 たし、 （腿） 囲 （だいたいい） thigh circumference (ISO 7250 ： 4.4.12) 

定義 ： 殿 溝より 下位で 水平に 測った 犬たい （腿) の 最大 周 長。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器 ： 巻尺 



5.2.49 下たい （腿） 最大 囲 （かたい さいだいい） calf circumference (ISO 7250 ： 
4.4.13) 

定義： 下たい (腿) の 最大 周 長。 

方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 巻尺 を 水平に 巻いて 測る。 
測定器 ： 巻尺 



5.2.50 TfclN (腿） 最小 囲 （かた いさいし ようい） ankle circumference 

定義： 下たい (腿) の 最小 周 長。 
方法 ： 被験者 は 立 位 姿勢 を と る。 
測定器 ： 巻尺 



5.3 座 位で 測る 体 幹 • 四肢の 項目 

5.3.1 座高 （ざ こ う ） sitting height (erect) (ISO 7250 ： 4.2.1) 

定義 ： 水平な 座 面 か ら 頭頂 点 ま での 鉑值 距離。 

方法 ： 被験者 は 大た い (腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ 力、 り 接し て 塞 

t を と り ， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 
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5.3.2 座 位 外 眼 角 高 （ざいがい がんかく こ う） eye height, sitting (ISO 7250 ： 
4.2.2) 

定義 ： 水平な 座 面から 外 眼 角 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 犬た い （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ 力、 り 接し て 蓮 jg.f 

勢 をと り， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.3.3 座 位け いつい （頸椎） 高 （ざいけい ついこ う） cervicale height, sitting (ISO 
7250 ： 4.2.3) 

定義 ： 水平な 座 面から けいつい （類推) 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 犬たい (腿) を ひざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ 力、 り 接し て 趣 逢 

勢 をと り， 頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.3.4 座 位 肩 峰 高 （ざいけん ぼう こ う） shoulder height, sitting (ISO 7250 ： 4.2.4) 

定義 ： 水平な 座 面から 肩 峰 点までの 錯直 距離。 

方法 ： 被験者 は 犬たい （腿） を ひざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ 力 、り 接し て 座 

. 勢 をと る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5,3,5 座 位ち ゆう （肘） 頭 高 （ざいちゅう とうこう） elbow height, sitting (ISO 
7250 ： 4.2.5) 

定義 ： 水平な 座 面 か ら 前腕が 水平に なる ように 直角に 曲 げた ひ じ （肘) の 骨 
. の 下端までの 鉛直 距離。 
方法 ： 被験者 は 犬た い (腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接し て 星 位 

. 勢 をと る。 
測定器 ： アン トロ ポ メータ 



5.3.6 Bi^jM^M (ざいてん しこう） trochanterion height, sitting 

定義： 水平な 座 面から 転 子 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は大 たい （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接して 座 位 姿 
勢 をと る。 

測定器 ： アン トロ ポ メータ 又は ハイ ト ゲージ 



5.3.7 座位大 たし、 （腿） 厚 （ざいだ いたい あつ） thigh clearance (ISO 7250： 4.2.13) 

定義 ： 水平な 座 面から 犬たい (腿) の 最高 位 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 犬たい （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接して 座 位 姿 

勢 をと る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.3.8 摩- おい ズ M)_ 矗 （ざいだ いたいこう） thighheight, sitting 

定義 ： 足 底 支持 面から 大 たい (腿) の 最高 位 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 大たレ ぺ腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接して 座 位 姿 

勢 をと る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.3.9 座 位 しつがい （膝 蓋） 骨 上 縁 高 （ざいしつ がいこつ じょうえんこう） knee 
height (ISO 7250 ： 4.2.14) 

定義 ： 足 底 支持 面から しつがい (膝 蓋) 骨 上 縁の 最高点までの 錯直 距離。 
方法 ： 被験者 は大 たい （腿） を ひ ざ (膝) 裏まで 座 面に しっかり 接して 座 位 姿 

勢 をと る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 
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5.3.10 座 位しつ か （膝 窩） 高 （ざい しっか こ う） lower leg length (popliteal height) 
(ISO 7250 ： 4.2.12) ' 

定德 ： 足 底 支持 面 か ら ひ ざ （膝） の す ぐ 後 にある 大 たい （腿） 二頭筋の け ん 

(腱） までの 錯直 距離。 
方法 ： 被験者 は 犬たい （腿） を ひざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接して 座 位 姿 

勢 をと る。 測定器の 可動 アーム を， 力 を 抜いた 犬たい （腿) 二頭筋の けん 

(腱） に そっと 当てる。 立 位で， 適切 な 高さの 台に 片足 を 載せて [ひ ざ (膝) 

を 直角に 曲げて] 測っても よい。 
測定器： アン トロ ポ メータ 

5.3.11 座 面 高 （ざ めんこう） sitting surface height 

定義 ： 足 底 支持 面から 水平な 座 面までの 鈴 直 距離。 

方法 ： 被験者 は 犬た い （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面に しつ 力、 り 接し て 座 位 姿 

勢 をと る。 
測定器： アン トロ ポ メータ 



5.3.12 座 位 でん （臀） —しつがい （膝 蓋） 距離 （ざい でんしつ がいき よ り） 
buttock-knee length (ISO 7250 ： 4.4.7) 

定義 ： しつがい （膝 蓋） 骨 最前 端から でん （臀） 部 最後 端までの 水平 直線 距 
離。 

方法 ： 被験者 は 犬た レ ^ (腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ か り 接 し て 塞 位 _ 姿 
勢 をと る。 測定 用 立方体 を でん (臀) 部の 最後 端に 触れる ように 置き， 座 
面に 垂直に 投影 させて でん (臀） 部 最後 端の 位置 を 決める。 測定 用 立方体 
から しつがい （膝 蓋) 骨 最前 端までの 距離 を 測る。 

測定器 ： アン トロ ポ メータ， 測定 用 立方体 

5.3.13 座 位 でん （臀） 一し つか （膝 窩） 距離 （ざい でんしつ かきょ り） buttock- 
popliteal length (seat depth) (ISO 7250 ： 4.4.6) 

定義 ： 座 面前 縁から でん (臂) 部 最後 端までの 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は大 たい （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ 力、 り 接し て座ィ ま 叠 
： 勢 をと る。 測定 用 立方体 を でん （臂) 部の 最後 端に 触れる ように 置き， 座 
面に 垂直に 投影 させて でん （臂) 部 最後 端の 位置 を 決める。 測定 用 立方体 
か ら 座 面前 縁 ま での 距離 を 測 る 。 
測定器： アン トロ ポ メータ， 測定 用 立方体 



5.3.14 磨-位- T-A^- (驚- )- 二 T- お— し—、— 麓- S 巨 轔（ ざい でんかたい こうえん きょ 
り ) buttock- cdr length, sitting 

定義： でん (臀) 部 後 縁から ふく ら はぎが 最も ふく らんで いる 部位の 後緣ま 

での 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は大 たい （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接して 座 位 姿 

勢 をと る。 測定 用 立方体 を でん (臀) 部の 最後 端に 触れる ように 置き， 座 

面に 垂直に 投影 させて でん (臀) 部 最後 端の 位置 を 決める。 測定 用 立方体 

から 下たい （腿) 後 縁 までの 距離 を 測 る 。 
測定器 ： アン トロ ポ メータ， 測定 用 立方体 

5,3.15 座 fg:?: ん 丄管丄 二 藜. チ^ 蘸（ ざい でん てんしき よ り） buttock- trochanterics 
length, sitting 

定義 ： でん (臀) 部 後 縁から 転 子 点までの 水平 直線距離。 

方法 ： 被験者 は 犬たい （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面に しっかり 接し て 座 位 姿 
勢 をと る。 測定 用 立方体 を でん (臀) 部の 最後 端に 触れる ように 置き， 座 
面に 垂直に 投影 させて でん (臀) 部 最後 端の 位置 を 決める。 測定 用 立方体 
か ら 転 子 点 ま での 距離 を 測 る 。 

測定器 ： アン トロ ポ メータ， 測定 用 立方体 



5.3.16 座 位 でん （臀） —腹 厚径 （ざい でん ふ く こ う けい） buttock - abdomen depth 
sitting (ISO 7250 ： 4.2.17) 

定義 ： 腹部 前面の 最も 突出した 部分と でん (臀) 部 後 面の 最も 突出した 部分 

との 間の 水平 直線距離。 
方法 ： 被験者 は大 たい （腿） を ひざ (膝) 裏まで 座 面に しっかり 接して 座 位 _ 塞 

勢 をと る。 測定 用 立方体 を でん （臀) 部の 最後 端に 触れる ように 置き， 座 

面に 垂直に 投影 させて でん (臀) 部 最後 端の 位置 を 決める。 測定 用 立方体 

か ら 腹部の 最前 方 突出 点 までの 距離 を 測 る 。 
測定器 ： アン トロ ポ メータ， 測定 用 立方体 

5.3.17 座 位 でん （臀） 幅 （ざい でん ふ く） hip breadth, sitting (ISO 7250 ： 4.2.11) 

定義 ： 座 位に おける 左右の でん (臀) 部の 最も 外側に 突き出した 部位 間の 水 
平 直線距離。 

方法 ： 被験者 は 犬たい （腿） を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接し て 座ィ嫌 

. 勢 をと る。 左右の ひざ (膝） を そろえる。 測定の 際， 皮膚 を 圧迫し ない。 
測定器： かん (桿) 状 計 又は 大型 触角 計 
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5.3.18 座 位 腹部 厚径 （ ざレ 3 ふくぶこう けい） abdominal depth, sitting (ISO 7250 ： 
4.2.15) 

定義 ： 座 位に おける 腹部の 最大 前後 径。 

方法 ： 被験者 は 犬たい （腿) を ひ ざ (膝) 裏 ま で 座 面 にしつ かり 接して 座 位 姿 

勢 をと る。 
測定器： かん (桿) 状 計 



5.3.19 座 位下し （肢） 長 （ざいかし ち よ う） lower limb length, sitting 

定義 ： 座 位に おける でん （臀) 部の 後 縁から しょう （踵) 部 底面までの 水平 直 
線 距離。 

方法： 被験者 は 座って 下し （肢） を 水平 前方に 伸ばし， 足 関節 を 直角に する。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 



5.4 手足の 項目 

5.4.1 手長 （しゅち よ う） hand length (ISO 7250 ： 4.3,1) 

定義： とう （橈) 骨と 尺骨の けい （S) 状 突起 遠 位 端 を 結んだ 線から 

中指 先端までの 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 手のひら を 上に して 平らに 伸ばした 手と 前腕 を 水 

平にす る。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.2 手掌 長 （しゅしょ うちょう ）palmlengthperperKlicular (ISO 7250 ： 
4.3.2) 

定義 ： と う （橈) 骨. と 尺骨の けい （蓥) 状 突起 遠 位 端 を 結んだ 線から 

中指 近 位 屈 曲線 ま での 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 手のひら を 上に して 平らに 伸ばした 手と 前腕 を 水 

平に 置く。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.3 第二 指 長 （だいにし ちょう） index finger length (ISO 7250 ： 4.3.4) 

定義 ： 第二 指の 先端から 手のひらの 近 位 屈曲 線までの 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 手のひら を 上に して 平らに 伸ばした 手と 前腕 を 水 

平に 置き， 指 を 広げる。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.4 塞 ニニ 筻ま _指_ せん (紫-端 離 (だ いいち だいごし せんた 
/vZP んさ レリ こレ、 きょ り) maximum distance finger I to V 

定義 ： 指 を できるだけ 大き く 開いた ときの， 第一 指せん （尖) 端 か 

ら 第五 指せん (尖) 端までの 直線距離。 
方法 ： 被, 験 者 は 平らな 面の 上で 指 を できるだけ 大き く 開く。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.5 けいじょうと つきかん ふく ）bistyloid 

breadth 

定義： とう （橈) 骨 及び 尺骨の けい （勤 状 突起の 最も 側 方に 突出し 
た 部位 間の 幅。 

方法 ： 被験者 は 手の甲 を 上に して 平らに 伸 ば した 手と 前腕 を 水平 

に 置く。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.6 ま-幅- (_斜_<^_)_.( しゅふく 'ななめ） hand breadth, diagonal 

定義： とう （橈) 側 中手 点から 尺 側 中手 点までの 直線距離。 

方法 ： 被験者 は 平らな 面の 上に 第二〜 第五 指 を そろえて 手 を 平ら 

に 伸ばす。 親指 は 離す。 
測定器： 滑 動 計 



34 

Z 8500 ： 2002 

5.4.7 手 幅 （軸 直交） （しゅふく • じくち よつ こう ）hand breadth at 
metacarpals (ISO 7250 : 4.3.3) 

定義 ： 第二 中手 骨 頭と 第五 中手 骨 頭の， と う （橈) 側 及び 尺 側の 最 

突 点 間の手の 長軸に 対する 投影 距離。 
方法 ： 被験者 は 手のひら を 上に して 第二〜 第五 指 を そろえて 平ら 

に 伸ばした 手と 前腕 を 水平に 置く。 親指 は 離す。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.8 ft さま 中 覆 （さいだい しゅふく） maximum hand breadth 

定義 ： 尺 側 中手 点から 第一 中手 骨の 骨 頭 （中手 骨の 遠 位 端に ある ふ 

く らんだ 部分） の 最も 外側の 部位までの 直線距離。 
方法 ： 被験者 は 5 本の 指 を そろえて 手 を 平らに 伸ばす。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.9 第二 指 近 位 関節 幅 （だいにし きんい かんせつ ふく） index fmger 
breadth, proximal (ISO 7250 ： 4.3.5) 

定義 ： 第二 指の 中 節 骨と 基 節 骨の 間の 関節 部位に おける 内側 面と 

外側 面の 間の 最大 距離。 
方法 ： 被験者 は 手のひら を 上に して 平らに 伸ばした 手と 前腕 を 水 

平に 置き， 指 を 広げる。 
測定器： 滑 動 計 



5.4.10 第二 指 遠 位 関節 幅 （だいにし えんい かんせつ ふ く Hndex fmger 
breadth, distal (ISO 7250 : 4.3.6) 

定義 ： 第二 指の 基 節 骨と 末節 骨の 間の 関節 部位に おける 内側 面と 

外側 面の 間の 最大 距離。 
方法 ： 被験者 は 手のひら を 上に して 平らに 伸ばした 手と 前腕 を 水 

平に 置き， 指 を 広げる。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.11 手厚 （しゅこう） hand thickness 

定義： 第三 指 指 節点から 掌 面 [手のひら] までの 掌 面に 鉛直な 直線 
距離。 

方法： 被験者 は 第二〜 第五 指 を そろえて 手 を 平らに 伸ばす。 親指 は 

離す。 
測定器 ： 滑 動 計 

5.4.12 MOP^M (にぎりな いけい） grip diameter, inside 

定義 ： 親指の 先端と 中指の 先端と が 触れる 状態で できる 円の 内側 

の 直径。 

方法 ： 被験者 は 親指の せん （尖) 端と 中指の せん （尖) 端が 触れる よ 
う に 指で 輪 を 作 り ， 測定 用 円す い （錐） に 通す。 指の せん （尖) 端の 
位置で， 測定 用 円す い （錐） の 直径 を 測る。 

測定器： 滑 動 計， 測定 用 円す い (錐） 

5.4.13 M.^.M^M (にぎり さいだい けい） grip diameter, outside 

定義 ： 親指の 先端と 中指の 先端と が 触れる 状態で 円 を 作った とき 
の， 親指の 指 節 間 関節 [指の 骨と 指の 骨との 間の 関節] 力、 ら 中指 
の 中手 指 節 関節 [中手 骨と 基 節 骨との 間の 関節] までの 最大 直線 
距離。 

方法 ： 被験者 は 親指の 先端と 中指の 先端が 触れる よ う に 指で 輪 を 

作る。 
測定器： 滑 動 計 

5.4.14 キ囲 (しゅい) hand circumference 

定義： とう （橈) 側 中手 点と 尺 側 中手 点と を 通る 手の 周 長。 

方法 ： 被験者 は 第二〜 第五 指 を そろえて 手 を 平らに 伸ばす。 親指 

は 離す。 
測定器 ： 巻尺 
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5.4.15 足 長 （そ く ち よ う） foot length (ISO 7250 ： 4.3.7) 

定^: しょう （踵) 点から 足せん （尖） 点までの 足 軸 [足の 第二 指の 

先端の 点 としょう （踵) 点 と を 結ぶ 線] に 対す る 投影 長。 
方法 ： 被験者 は 両足に 均等に 体重 を 掛けて 立つ。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 又は 足 長 計測 器 (全 履 協 式） 



5.4.16 (そく ふく • ななめ） foot breadth, diagonal 

定義 ： けい （經) 側 中 足 点と ひ （腓) 惻中足 点 を 通る 垂直 断面の 最大 

幅。 

方法 ： 被験者 は 両足に 均等に 体重 を 掛けて 立つ。 
測定器 ： 滑 動 計 



5.4.17 足 幅 （軸 直交） （そく ふく • じ くちよ つこう） foot breadth (ISO 
7250 ： 4.3.8) 

定義 ： 足 軸 [足の 第二 指の 先端の 点 としょう （踵) 点と を 結ぶ 線] 

に 直交す るよう に 測った， 足の 内側 面と 外側 面の 間の 最大 距離。 
方法 ： 被験者 は 両足に 均等に 体重 を 掛けて 立つ。 
測定器 ： かん (桿) 状 計 
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5.4.18 疋 HI 、そくい) foot circumference 

定義 ： けい (脛) 側 中 足 点 と ひ (腓) 側 中 足 点 と を 通る 足の 周 長。 
方法 ： 被験者 は 両足に 均等に 体重 を 掛けて 立つ。 
測定^ ： 巻尺 




図 5.4.18 



5.4.19 F^S.WSil. (ないか たんこつ） sphyrion height 

定義 ： 床 面から 内果 点までの 鉛直 距離。 

方法 ： 被験者 は 両足に 均等に 体重 を 掛けて 立つ。 

測定器 ： ハイ ト ゲージ 




図 5.4.19 



5.4.20 外 _學_ き fti^. (力れ） 力、 た ん こつ） sphyrion fibulare height 

定義 ： 床 面から 外果 点までの ま&直 距離。 

方法 ： 被験者 は 両足に 均等に 体重 を 掛けて 立つ。 

測定器： ハイト ゲージ 




図 5.4.20 



6. 関節 点 関節 点 は， 表 2 及び 図 2 による。 この 規格で は， 身体 運動 を 表現 又は 計測す る 場合の 関節 運 

動の 回転 中心の 目安と して， 関節の 形態学 的 構造から 一意に 決定で きる 体 表面上の 点 を 関節 点と 規定す る。 
なお， 関節 運動の 回転 中心 を 各 関節 点の 定義の 欄の 備考と して 記す。 また， 関節 点の 対応 英語 を 参考と 
して 示す。 

備考 1. 関節 点の 用語の 読み方 を 括弧 書きで 示す。 

2. この 規格で 規定す る 関節 点が， 3. に 規定す る 測定 点の 一つに 非常に 近い 場合に は， その 測定 
点の 定義 を 関節 点の 定義す る。 

3. 表 2 の 関節 点と 図 2 の 人体 図と を 対応させる ため， 関節 点の 番号 を 図 2 に 示す。 
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表 2 関節 点 





測定 点 


定義 


参照 図 


対応 英語 (参考） 


1 


頭が い （蓋） せき （脊） 
柱 関節 点 

(と う がいせきち ゆ 
うかんせ つてん） 


乳様突起 [耳の 後ろに 位置す る 側 頭骨 下方 突出] 
の 先端の 点。 

備考 左右の 後 頭 か (顆） と 環つ い (椎） の 上 関節 

か （窩） が 作 る 長円の 中心点と を 結ぶ 線の 
中 お 


図 2 の a) 


head-neck iomt 




けい （頸） —胸つ い 
(椎) 間 関節 点 
(けいき よ う ついか 
ん かんせつ てん） 


けいつい （頸椎） 点 [第 七 けいつい （頸椎） のきよ 
く （棘) 突起の 先端の 点]。 表 1 の 12 参照。 
備考 第 七け いつい （類推） と 第一 胸つ い （椎） の 
つい （椎） との 間にある 円 板の 中心点。 


図 2 の b) 


neck-thorax lomt 


3 


胸 一 腰つ い （椎） 間 関 
節点 

(きょうよう ついか 
ん かんせつ てん） 


第 十二 胸つ い （椎） のきよ く （棘） 突起の 先端の 

点。 

備考 第 十二 胸つ レ ^ (椎） と 第一 腰つ レ ^ (椎） のつ 
い (椎） との 間にある 円 板の 中心点。 


図 2 の b) 


thorax-lumbar 
joint 


4 


腰 一仙つ い （椎） 間 ぼ1 
節点 

(よ うせんつ いかん 
かんせつ てん） 


左 G の US 骨り よ う （積) 上 縁 を 結ぶ 線と 後 正中線 

との 交点。 

備考 第五 腰つ い (椎） と 仙つ い (椎) のつ い (椎） 
との 間にある 円 板の 中心点。 


図 2 の b) 


lumbar-sacral jomt 


5 


肩 関節 点 

(かたかん せってん） 


肩 峰 点 [肩甲骨の 背 側面に ある 棚 状の 隆起の 先 
端が 扁平な 大きな 突起 となって いる 部分の 外側 
縁のう ち， 最も 外側に 突き出し ている 点]。 表 1 

の 14 参照。 

備考 肩甲骨の 関節 か (窩) 及び 関節 唇と 上腕骨 
頭と が 作る 球の 中心点。 


図 2 の b) 


shoulder joint 


6 


ちゅう （肘) 関節 点 
(ちゅう かんせって 
ん） 


とう （橈) 骨 点 [とう （橈) 骨の 近 位 端の 円盤 形の 
部分の 外側 近 位 端の 点]。 表 1 の 18 参照。 
備考 上腕骨の 滑車 と 尺骨の 滑車 切 こん (痕） と 
カザ 卜: る 円筒の 軸の 中心点。 


図 2 の b) 


elbow joint 




手 根 関節 点 
(しゅこん かんせつ 
てん） 


とう （橈) 骨け い （墓) 突 点 [とう （橈) 骨 遠 位 端の 
先端のと がった 部分の 最遠位 端の 点]。 表 1 の 
19 参照。 

備考とう （橈) 骨の 遠 位 端に あ る 関節 か （窩） と 
近 位 手 根 骨の 関節 面 と が 作 る 長円の 中心 


図 2 の b)， C) 


wrist joint 


8 


第 一〜 第五 中手 指 関 
節点 . 

(だいいち だいごち 
ゆうしゅ し 力、 ん せつ 
てん） 


指 節点 [手の甲の 側に おける 手指の 基 節 骨の 近 
位 端の 点]。 表 1 の 23 参照。 
備考 中手 骨と 基 節 骨との 間の ちょう （蝶) 番軸 
の 中心点。 


図 2 の C) 


metacarpo- 
phalangeal joint 


9 


第二〜 第五 近 位 指 節 
間 関節 点 

(だいに だいご きん 
い しせつかん かんせ 
つてん） 


関節 を 曲げた ときの 基 節 骨の 骨 頭 端。 
備考 基 節 骨と 中 節 骨との 間の ちょう （蝶) 番軸 
の 中心点。 


図 2 の C) 


proximal 

interphaiangeal 

joint 


10 


第一〜 第五 遠 位 指 節 
間 関節 点 

(だいいち だいごえ 
んぃ しせつ かんかん 
せってん） 


関節 を 曲げた と きの 基 節 骨の 骨 頭 端。 
備考 中 節 骨と 末節 骨との 間の ちょう （蝶) 番軸 
の 中心点。 


図 2 の C) 


distal 

interphaiangeal 
joint 
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表 2 関節 点 (続き) 



番号 


測定 点 


定義 


参照 図 


対応 英語 (参考） 


11 


こ （股) 関節 点 
(こかんせ つてん） 


転 子 点 [犬たい （腿) 骨の 上方 外側に ある 大きな 

突起の 最上 縁の 点]。 表 1 の 25 参照 

備考 寛 骨き ゆう （臼)， 関節 唇 及び 寛 骨き ゆう 

\ irq ； TO U \W>) 而し八 ノしレ J リ ノ 冃 こ JJ、 
作る 球の 中心点。 


図 2 の b) 


hip joint 


12 


しつ （膝) 関節 点 
(しっかん せってん） 


け レ ^ (脛） 骨の 外側 か （顆） の 上 縁で 最 も 高く （近 
位に あり）， 前後 方向 位置 は， しつ 力まい （膝 蓋） 
骨 を 除いた 部分の 中央に 当たる 点。 
liffi せ 入ん レ 、 \]m) 冃 |っ1 則 X?、 に 親 J 跟 と 人 V i 

骨 外側 か (顆) 頭と が， それぞれ けい （脛） 
骨 内側 半月， けい (脛) 骨 外側 半月 と 作る 
二つの か (顆) 状 関節の 中心点の 中点。 


図 2 の b) 


knee joint 


量 《3 


fiiM 閉 お 占 
疋很 岡即/ リ、 

(そ く こんかん せつ 

てん） 


ット米 V ジ取 ：；^ レ|_ 『； 7^ ヽ。 

備考 けい （脛) 骨の 遠 位 端， けい (脛) 骨の 内果 
及び ひ (腓) 骨の 外 果が作 る 関節 面 と 距骨 
滑車と が 作る ちょ う （蝶） 番 関節 軸の 中 
点。 


Z V ノ D リ 


ankle loint 


14 


けつ （機） 状 中 &隨節 

、メ ノ 、 ノ |ノ、 1 Au- \：7<} 

(けつじ ようちゅう 
そ く かんせつ てん） 


"tf 間 けつ （權） i-J^# と 第一 中 足' 猙の閣 節 音 R で最 も 
高い 点。 

備考 中間け つ (模) 状 骨と 第二 中 足 骨 底と が 作 
る 関節の 中心。 


\'^\ ム V ノ u ノ 


joint 


15 


第 一〜 第五 中 足 指 節 
関節 点 

(だいいち だいごち 
ゆうそく しせつかん 
せってん） 


足の甲の 側に おける 足 指の 基 節 骨の 近 位 端の 

点。 

備考 中 足 骨と 基 節 骨との 間の ちょう （蝶) 番軸 
の 中心点。 


図 2 の d) 


metatarso- 
phalangeal joint 




図 2 関節 点 




図 2 関節 点 （続き) 
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付図 1 測定 項目 
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付図 1 測定 項目 （続き) 
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5.2.24 



5.2.25 



付図 1 測定 項目 （続き） 




厂 22,9 




5.2.26 




d) 

付図 1 測定 項目 （続き) 



5 
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e 





5.3.19 





付図 1 測定 項目 （続き) 





付図 1 測定 項目 （続き) 
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5.4.20 




付図 1 測定 項目 （続き) 
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附属 書 1 (規定） お. し 1( 過 )_S;^ffI お _V、JJi.).;i 

次の 項目 は， 本体の 5. に 記載した 項目から 算出す る。 

1. 大 たい （腿） 長 （だいたい ちょう） thigh length 

定義 ： 転 子 点から けい （脛) 骨 点までの 鉛直 距離。 

方法： 転 子 高 （5 丄 14) からけ い （脛) 骨 上 縁 高 （5.2.16) を 引く。 

2. 下たい （腿） 長 （かたいち よう） lower leg length 

定義 ： けい （脛) 骨 点から 内果 点までの 鉛直 距離。 

方法： けい （脛） 骨 上 縁 高 （5.2.16) から 内 果端高 （5.4.19) を 引く。 



附属 書 2 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS Z 8500 ： 2002 人間工学 一 設計の ための 基本 人体 測定 項目 


ISO 7250 ： 1996 人間工学 一 設計の ための 基本 人体 測定 項目 


(I)JIS の 規定 


( U ) 
国際 規 
格 番号 


(ni) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と圍際 規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法 ： 項目 ごとに 記載 


{ V ) JlJ> と はモ 1 Wi^mA^ と の J 乂伸 J W 、J -ノエ の F±1 JX 

び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 
















対応の 程度が "MOD/ 変更" で 示される， 国 
際 規格の 規定 内容 を 変更して いる 項目 は， 
ISO 7250 改正 時に 提案す る。 


1. 適用 範囲 


人体 寸法 測定法 


ISO 
7250 




JIS に 同じ 


IDT 






2. 定義 

3. 測定 点 


この 規格で 用い 
られる 用語の 定 
義， 及び， この 規 
格で 定義され る 
測定 項 g の 定義 
で 用い られる 測 
定点の 定義 




2. 


こ の 規格で 用い ら 
れる 用語の 定義 


MOD/ 追加/変 
更 /削除 


J1S では， 人体 測定 用語と 
して， 前頭 面， ひ (腓) 側 を 
追加， 測定 点と して 22 点 を 
追加した。 また， ISO に 含 
まれる 次の 項目 を 削除した。 
anterior (2.2.2 j , 
bi (2.2.3), 
inferior(2.2.12), 
phalanx (2.2.20), 
process (2.2.22) ， 
superior (2.2,27) 。 
ISO では Frankfurt plane を 
"頭部 正中 面 を 垂直に 保持 
し， かつ， 外耳道 上 縁と 眼 
カバ 窩） 下 縁が 同一 水平面 
上に 乗る よ う 頭の 向き を 
調節した 状態が 標準で あ 
る。" と 定義して いる 力 \ 
JIS では 耳 眼 面の 定義 を 
"左右の 耳珠点 と 左の 眼 か 
(窩） 点との 3 点で 決められ 
る 点" と した。 


JIS では， JIS で 追加 定義され ている 測定 項目 

で 用いられる 用語 及び 測定 点の 定義 を 追加 し 

た。 また， JIS では 測定 項目の 定義で 測定 点の 

名称 を 明示した ため， この 際に 用いられる 測 

定点の 定義 を 追加した。 また， ISO に 含まれ 

る 項目のう ち 日 本 語で は 自明な もの は 削 除 し 

た。 

ISO 7250 の 定義で は 耳 眼 面の 向き も 定義に 含 

■~h 4^ フ' し ナ i -^^rtt: ] w-r- - い h ^^、、ぉばロ—ヒ 4'> \ ^ フ 

まれる し と 化, g 、味して お り， gtlls ザ における 

頭 の 姿勢の 定義 であって， 面の 定義で はない。 

また， ISO 7250 では 耳 珠点を 定義して いるに 
も かかわらず， 外耳道 上 縁の ような あいまい 
な ことば を 用いて いる。 さらに， 正中 面 を ど 
う やって 決める かにつ いても 規定して いな 
レ、。 このため， JIS では 三つの 計測 点で 構成 さ 
れる面 を もって 定義す る ことにした。 なお， 
この 定義 は， ISO 13406-2 ： 1997 に 見える 
Frankfurt plane の 定義 と 同 内容で あ る 。 



( I)JIS の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法： 項目 ごとに 記載 


(V)JIS と國際 規格との 技術的 差異の 理由 及 

び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 














ISO で は 測 定点と して 
imon を 採用. している 力 N 
J1S では ヌ カーレ （nuchale) 

を 採用す る ことにした。 

ISO では nasion と seilion 

を 同じ 測定 点 を さす もの 
と して 規定して いる 力、 
JIS では 鼻 あん （鞍） 点 

に colli' ハ n、 も： f 巧 FH 寸ス ザ y 

に se 丄丄 loru 'ど ォ 术ノ寸 J 9 しし 

にした。 

ISO で は 測 定 点 を 
menton ： gnathion と 標 f 己 し 
ている 力れ 丄 IS ではお と 力ま 
い 点 （gnathion) を 採用す る 
ことにした。 


ISO では inion という 名称 を "正中 面 上で， う な 
じの 筋の 間で 触れる こ とがで き る 後 頭骨の 最 
下方の 点" として 用いて いる 力、 人類: 学に おけ 
る 人体 測定で はこの 定義の 点の 名称 は "ヌ カー 
レ (niichale)" とする 世界的な 合意が 以前から 存 
在す る。 inion は "正中 矢 状 面に おける 州 麦頭隆 
起の 中央の 点" と 定義され るべき ものである。 
人類学に おける 人体 測定で は， nasion は "前 
頭 鼻骨 縫合と 正中線の 交点"， 鼻 あん （鞍） 点 
(sellion) は "正中線 上で 鼻根 部が 最 も 陥 凹 し 
た 点" とする 世界的な 合意が 以前よ り 存在し， 
両者の 定義 は 異なって いる。 また 計測の 上で 
は， 生体で は nasion が 非常にみ つけに く く， 
信頼 が 低い ことから， みつけ やすい 鼻 あん 
(鞍) 点 を 採用す る ことにした。 
改正 前の JIS では gnathion を 採用 してきた。 
市販の 人体 測定の 教科書 類で も gnathion の 方 
が 採用され ている。 したがって， ここで も 
gnathion を 採用す る こ と にした。 


4. 測定 条件 


調査結果に 併せ 

てき in 薪寸ス - > 
し 口し 皁乂 9 ^ こ 

が 重要 とされる 

測定 条件 






調査結果に 併せて 

n し 戦 9 なし こ/ ァ里 

要と される 測定 条 
件 


MOD/ 追加/変 
m 


J1S では 測定 姿勢の 項目 を 

-) 白 力 「U 十， 

AQ/J14 し/し 

ISO では 下たい （腿） を 下 

垂 した 状態で 測る こ と に 

なって いる 力、 JIS では 足 

底 を 支持した 状態で 測る 
こ とに した。 


ISO では 各々 の 測定 項目の 定義の 中で 測定 姿 
勢に ついて 記載され ている 力、 J1S では 測定 

姿勢の 定義 を まとめて 独立した 項目と した。 

足 底 を 支持 し た 方が 下 た い （腿） を 下垂 し た 状 
態よりも 姿勢の 安定性が 高い こと， 筋の 緊張 
のた め 下た い （腿） を 下垂し た 状態 の 方が 寸法 
が 小さくなる 項目が ある こと， 国内で はこれ 
ま で 足 底 を 支持した 姿勢で 計測 してお りデー 
タが 蓄積され ている こと， による。 



cn 
to ュ 



(I)JIS の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法 ： 項目 ごとに 記載 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理由 及 
び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 


5.1.2 
5.1.3 

5.1.4 


全 頭 高 
頭 耳 高 

頭頂 一外 眼 角距 
離 

頭頂 一口 点距難 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた JIS 独 自 項目 の 追加 


5.1.5 


顔 高 




4.3.11 


Face length 
(.nasion-menton; 


MOD/ 変更 


ISO 規格で は" nasion から 
お と がい 点 （menton) ま で 
の 直線距離" としてい る 
が, この 规格 では "鼻 あん 
(鞍） 点 （sdlion) からお とが 
い 点 （gnathion) ま での 直線 
距離" とした。 


この 規格で は， 測定 点と して nasion ではな 
く 鼻 あん (鞍) 点 を 採用 した こと （表 1 の 7) ， 
及び， 測定 点 "おとがい 点" の 英語 名称 を 
gnathion とした こと （表 1 の 9) に 従った。 


5.1.6 


頭 長 




4.3.9 


Head length 


1DT 






5.1.8 
5.1.9 


後 頭 一外 眼 角距 
離 

後 頭 一口 点 距離 
後 頭 -耳珠 距離 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた JI.S 独自 項目 の 追加 


5.]. 10 


頭 幅 




4.3.10 


Head breadth 


1DT 






5.1.11 
5.1.12 


耳 珠間幅 

どう （瞳) 孔間幅 








MOD/ 追加 




国内で 使用 さ れ てきた JIS 独 自 項目 の 追加 


5.1.13 


頭 固 




4.3.12 


Head circumference 


IDT 






5.1.14 


頭 矢 状 弧 長 




43.13 


Sagittal arc 


MOD/ 変更 


ISO 規格で は "み （眉） 間 点 
から inion までの 頭頂 点 
を 通る 頭の 表面に 沿った 
長さ" と している 力 s， この 
規格で は "み （眉） 間 点から 
ヌ カーレ （nuchale) までの 
頭頂 点 を 通る 頭の 表面に 
沿った 長さ" と した。 


この 規格で は 測定 点と して inion ではな く ヌ 
カーレ （nuchale) を 採用 した こと （表 1 の 5) に 

従った。 
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Z 858 ： 2002 



( I )JIS の 規定 


/ TT \ 

、丄 丄ノ 

m mm 

格 番号 


(ni) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法 ： 項 g ごとに 記載 


K V ； と 現 と ソリ仪 f 小 J H リ:^ 突 リリょ 里 田 ii^ 

バ A;?^ ^、の 々d~ 第 
ひ / i 交 リ） ス、 J 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 


5.1.15 


耳珠間 頭頂 弧 長 




4.3.14 


Bitragion arc 


1DT 






5.2.1 
5.2.2 
5.2.3 


体重 
身長 

外 眼 角 高 




4 丄 1 
4.1.2 
4.1.3 


Body mass (weight) 
Stature (body height) 
Eye height 


IDT 






D.2.4 


なフ レ） っレ、 ( m W ) 
1 口 コ 








MOD/ 追 力 n 




国 内 で 使用 さ れて き た JIS 独自 項目 の 追加 


C n C 
J.Z.D 






4, 1 .4 


Shoulder height 


IDT 






5.2.6 

c 9 G 


前え き カバ 腋窩） 

とう （す 堯) 骨 点 高 

L ^ / お 、ぽリ 、 
と ノ （悦リ H な 了レ 3 

vae; 大 「i^j 

指せん （尖) 端 高 








MOD/ 追 力 1] 




国内で 使用され てきた J1S 独自 項目の 追加 


5.2.10 


ちゅう （肘) 頭 高 




4.1.5 


Elbow height 


IDT 


― 




J.Z. 1 1 


tig h き， ['；^ 
im リ 颗 同 




AAA 

4.4.4 


Fist (grip axis; height 


IDT 






5.2.12 


上し （肢） 挙上指 








MOD/ 追加 




ETH 1 大 f や/お i H in ブ * 十' Ti e 仙 白 ェ 百 曰 a ヽ -,1^' hn 
1^1 vi に \jir\\ T し c e に Jl3 づ it! 曰 曰 レリ； iEL 力 U 


5.2.13 


腸 骨き よ く （棘） 
阿 




4.1.6 


iliac spine height, 
standing 


IDT 






5.2.14 


転 子 高 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた JIS 独 自 項目の 追加 


^.Z. 1 J 


5. ァし r m 




4.1. / 


Crotch height 


MOD /変更 


STU み g 又 つ 7 こ /おに パー ム 
の 幅 を 足す こ と" という 一 
文 を 付け加えた。 


v_ れ をし なレ ュとノ —ムの IP 田 刀た レア 臾 リ） ゝ J 法 
よりも 値が 小さくなる。 


5.2.16 


けい （脛） 骨 上 縁 
高 




4.1.8 


Tibial height 


IDT 






5.2.17 
5.2.18 
5.2.19 
5.2.20 


指 極 

上し （肢) 長 

上腕 長 

前腕 長 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた JIS 独 自 項目の 追加 



ひ 3 

Z 8500 ： ^0 



( I )J1S の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JI.S と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法 ： 項目 ごとに 記載 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理由 及 

び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 


5.2.21 
5.2.22 
5.2.23 


肩 峰 一ち ゆう 
(肘) 頭 距離 
前腕 手長 

ちゅう （肘） 頭 後 
縁 一握り 軸 距離 




4.2.6 
4.4.5 
4.4.3 


Shoulder-elbow 
length 

Forearm- fingertip 
length 

Elbow-grip length 


IDT 






5.2.24 


背 面 一指 せん 
(尖) 距離 








MOD/ 追加 




国内で 使用 さ れて き た JIS 独 自 項 目 の 追 カロ 


5.2.25 


背面 一握り 軸距 

離 . 




4.4.2 


Grip reach; forward 
reach 


1DT 






5.2.26 


背面 一外 眼 角距 
離 








MOD/ 追加 




国 内で 使用 されて きた JIS 独 自 項 目 の 追加 


5.2.27 


背面 一 肩 峰 距離 




4.4.1 


Wall- acromion 
distance 


MODZ 変更 


ISO 規格で は "両 上し （肢） 

を 水平 前方に 伸ばした" 姿 
勢で 計測す る こ とに なつ 
ている 力ま， この 規格で は 通 
常の 立 位 姿勢で 上し （肢） 
を 下垂した 状態で 測る こ 
とに した。 


上し （肢） を 水平 前方に 伸ばした 状態で 肩 峰 点 
をみ つける の は 難しく， 上し （肢） を 下垂した 
状態で 肩 峰 点の 位置に マーク を 付ける と， そ 
の 後で 上 し （肢） を 水平 前方に 伸ばす と 皮膚に 
付けた マーク と 肩 峰 点の 位置が ずれる 可能性 
が あ る た め， 通常の 立 位 姿勢で 計測す る のが 
確実で ある。 


5.2.28 


背面 一 頸椎 （けい 
つい） 点 距離 








MOD/ 追加 




国内で 使用され てき た JIS 独 自 項目の 追加 


5.2.29 
5.2.30 
5.2.31 


ちゅう （时） 頭 一 
手首 距離 
肩 峰 幅 

肩幅 




4.2.7 
4.2.8 
4.2.9 


Elbow-wrist length 

Shoulder (biacromial) 
breadth 

Shoulder (bideltoid) 
breadth 


IDT 
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Z 8500 ： 2002 



(I)JIS の 規定 


ん T T ヽ 

(11) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法： 項目 ごとに 記載 


(V) JTS と 国際規格 と の 技術的 走異の 理由 及 

び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 


5.2.32 
5.2.40 


n/~r-- り-ひ ノフ 

胸 囊# 

j^m 身体 板 人 3U 

後径 




4.1.11 
4.1 .10 


Chest breadth, 
standing 

Body depth, standing 


MOD/ 変更 


"女性 は 普段 使って いる ブ 
ラ ジャー を 着ける" という 
一文 を 付け加えた。 


いずれも ブラジャー を 着ける ことによ り 寸法 

力、 変 f 匕す るた め， フ フシ ヤー を 着ける こと を 

明 b 圮し ている ISO 規格の 項目 （4.2.16， 4.4.9; 
対応 JIS 項目 は 5.2.39， 5.2.43) になら つた。 


5.2.33 


取 外 体 幅 








MOD/ 追 カロ 




国 で ィ史用 されて きた J【S 3 虫 目 J 疯 S の 退 力 i-l 


5.2.34 


ちゅう （肘) 間 幅 




4.2.10 


Elbow- to- elbow 
breadth 


IDT 


― 




5.2.35 


U 曰 EEL 1,ヽ -. > / <Hti 、 

腸 骨 り よ つ （稜） 








MODZ 追 力 【1 




国内で 使用 されて きた JIS 独自 項目 の 追加 


5.2.36 
5.2.37 


でん (臀) 幅 

n/n ゥ 17 /,'_ 、r u 《マ 

胸- J 大 1 人径 




4.2.12 
4.1.9 


Hip breadth, standing 
Chest depth, standing 


TDT 


― 




5.2,38 


胸部 厚径 (胸骨 中 

占 ) 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた JIS 独自 項目の 追加 


5.2.39 
5.2.41 


乳頭 位 胸部 厚径 
けい (類) 囲 




4.2.16 
4.4.8 


Thorax depth at the 
nipple 

Neck circumference 


IDT 


― 




5.2.42 


flSJ 囲 （胸骨 中点） 








MOD/ 追加 




m \H Ti5e/4j されて きた JIS B( 目 ぶ 貝 s の iik 刀 口 


5.2.43 
5.2.44 


乳頭 位 胸 ffl 

H ぽ PFFl 

mm 




4.4.9 
4.4.10 


Chest circumference 
Waist circumference 


IDT 


― 




5.2.45 
5.2.46 


上腕 囲 
前腕 最大 囲 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた JIS 独自 項目の 追加 


5.2.47 
5.2.48 
5.2.49 


手首 ffl 

犬たい （腿） 囲 
下たい （腿） 最大 
囲 




4.4.11 
4.4.12 
4.4.13 


Wrist circumference 
Thigh circumference 
Calf circumference 


IDT 






5.2.50 


' 「7 こい （腿） 最小 
囲 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた J1S 独 自 項 目 の 追加 
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Z 8500 ： 2002 



( I )JIS の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法： 項目 ごとに 記載 


(V)JIS と圓際 規格との 技術的 差異の 理由 及 

び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 




5.3.1 
5.3.3 
5,3.4 

5.3.12 
5.3.13 


座高 

座 位 外 眼 角 高 
座 位け いつい （類 
椎） 高 

座 位 肩 峰 高 

座 位ち ゆ う （肘） 
頭 高 

座 位 でん （臀） 一 
しつがい （膝 蓋） 
距離 

座 位 でん （臀） 一 
しっか （膝 窩） 距 
離 

座 位 でん （臀） 一 
腹厚径 




4.2.1 
4.2.2 
4.2.3 

4.2.4 

4.2.5 

4.4.7 

4.4.6 


Sitting height に erect) 
Eye height, sitting 
Cervicale height, 
sitting 

Shoulder height, 
sitting 

Elbow height, sitting 
Buttock-knee length 

Buttock-popliteal 
length (seat depth) 


MOD/ 変更 


ISO 規格で は 座 位で 下た 

レバ 腿） を 下垂した 状態で 
測る こ とに なって いる 力 s， 
この 規格で は 足 底 を 支持 
した 状態で 測る ことにし 

た。 


足 底 を 支持 し た 方が 下た い （腿） を 下垂 し た 状 
態よ り も 姿勢の 安定性が 高い こと， 筋の 緊張 
のた め 下たい （腿） を 下垂した 状態の 方が 寸法 
が 小さくなる 項目が ある こと， 国内で はこれ 
ま で 足 底 を 支持した 姿勢で 計測 してお りデー 
夕が 蓄積され ている こと， による。 


も to 




4.2.1 フ 
4 丄 1 丄 


Buttock-abdomen 

depth sitting 

Hip breadth, sitting 








5.3.6 


座 位 転 子 高 








MOD/ 追 力 D 




国内で 使用 されて きた JIS 独 自 項 目 の 追加 


5.3.7 


座位大 たい （腿） 
厚 




4.2.13 


Thigh clearance 


IDT 






5.3.8 


座位大 たい （腿） 
同 








MOD/ 追加 




国 R で 1 史 され C きに JIS 3!H 目 I 貝 白の ； 力 LI 


5.3.9 
5.3.10 


座 位しつ カ^パ 膝 
蓋) 骨 上 縁 高 
座 位 しっか （膝 
窩) 高 




42.14 
4.2.12 


Knee height 

Lower leg length 
(popliteal height) 


IDT 
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Z 8500 ： ^00^ 



( DJis の 規定 


(11) 
国際 規 
格 番号 


(ffl) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 
ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 解説 中 ' 
表示 方法 ： 項目 ごとに 記載 


(V) J1S と S 【際 規格との 技術的 差 思の 理由 及 
び 今後の 対策 


項 目 番号 


内容 




項 審号 


内^^ 


工面 日 ―、 L のき i]Z 価 


坊術 的ぎ 思の 内兹 

IX ylU 口 リ /sc. リ J V J -fx 


5.3.11 
5.3.14 

5.3.15 


l^[^r き' 

座 位 でん （臀） 一 
下たい （腿） 後 縁 
距離 

座-位 でん （；臀 ） 
転 子 距離 








MDD/ ポ に/ in 




国 内 で 使用 されて きた J1S 独自 項目の 追加 


5.3.18 


座 位 腹部 厚径 




4.2.15 


Abdominal depth, 
Sitting 


IDT 


― 




5.3.19 


座 位下し （肢) 長 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 さ れて き た JIS 独 自 目の） 自加 


5.4.1 
く zL 2 

5.4.3 


手長 

丰堂 # 

第一:！^ 長 




4.3.1 

A ^ A 


Hand length 
Palm lensth 
perpendicular 

丄 IlUC 入 llllKCl iCll^Lil 


IDT 






5.4.5 
5.4.6 


第 第 -JT 指 せ 

メロ ル 丄 L J tf じ 

ん （尖） 端 間 最大 
距離 

けい （茎） 状 突起 
「■' 

手 幅 (斜め） ' 








IV 丄リ U/ M^JjU 




国内で 使用 されて きた JIS 独自 項目 の 追加 


5.4.7 


手 幅 (軸 直交） 




4.3.3 


Hand breadth at 
metacarpals 


IDT 


― 




5.4.8 


显 女手 巾 g 

■tlx ノ 、 J tW 








MOD/S 自力 n 




固 内で 丫审用 さわて き 力' ns 独白 J 百 EI の；!^ r/in 


5.4.9 
5.4.10 


第二 指 近 位 関節 
幅 

第二 指 遠 位 関節 
幅 




4.3.5 
4.3.6 


Index finger breadth, 
proximal 

Index finger breadth, 
distal 


IDT 






5.4.11 
5.4,12 
5.4.13 
5.4.14 


手厚 

握 り 内径 
握り 最大 径 
手 囲 








MOD/ 追加 
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( I )JIS の 規定 


(II) 
国際 規 
格 番号 


(ffl) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 解説 中 

表示 方法： 項目 ごとに 記載 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 理由 及 

び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごとの 評価 


技術的 差異の 内容 


5.4.15 


足 長 




4.3.7 


Foot length 


MOD/ 変更 


測定器に 足 長 計測 器 (全 履 
協 式） を 追加した。 


国内で 使用 されて き た 測定器 具の 追加 


5.4.16 


足 幅 (斜め） 








MOD/ 追加 




国 内 で 使用 されて きた JIS 独自 項目 の 追加 


5.4.17 


足 幅 (軸 直交） 




4.3.8 


Foot breadth 


MOD/ 変更 


ISO 規格で はこの 項目 は 

触角 計で 測る こ とが 推奨 
されて いるが， この 規格で 
は 使用 測定器 をかん （桿） 
状 計と した。 


触角 計 は 2 点 間 距離 を 測 るた め の 測定器で あ 
つて， これで 長軸に 対して 直交す るよう に 幅 
を 測る こ と はでき ない。 


5.4.18 
5.4.19 
5.4.20 


足 囲 

内 果端高 
外 果端高 








MOD/ 追加 




国内で 使用され てきた JIS 独自 項目の 追加 


6. 


関節 点 








MOD/ 追加 




国内で 使用 されて きた JIS 独自 項目 の 追 カロ 


附属 書 1 

(規定） 


大 たい （腿） 長 及 
び 下たい （腿) 長 








MOD/ 追加 




国内で 使用 されて きた JIS 独自 項目 の 追 カロ 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
— IDT 技術的 差異がない。 

一 MOD /削除' 国際規格の 規定 項目 又は 規定 内容 を 削除して いる。 

一 MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 MOD/ 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 



58 

Z 8500 ： 2002 



59 



JISZ 8500 2002 

人間工学 一 設計の ための 基本 人体 測定 項目 

解説 

この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定' 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問い合わせ は 財団 
法人 日 本 規格 協会に ご連絡 ください。 

1. 制定' 改正の 経緯 この 規格 は 平成 6 年 3 月 1 日に 制定され， 今回が 第 1 回目の 改正で ある。 
1.1 平成 6 年 (1994 年) 制定 前の 経緯 工業製品の 開発に 当たって は， 人間の 形態 • 寸法 を 測定 * 考慮し， 
使いやす さ， 心地よ さ な どの 機能 を 積極的に 製品に 取 り 組む 必要性が 増しつつ あ り ， 人体 寸法の ほかに 姿 
勢 • 動作 特性 を 考慮 す る 必要性の あ る こと が 指摘 されて いた。 また， 人体 寸法 測定 項 目 に は 同一 名で あつ 
て も その 定義が まちまちで あったり， 難解であった りする ため， 人体 寸法 測定 項目 及び 定義の 平易化と 統 
一 を 図る ことが 要望され てきた。 人体 寸法 測定 項目 を 測定す る 際の 測定 点に ついても 全く 同様であった。 

姿勢 • 動作 測定の 基本と なる 関節 点に ついては， 上記の 不統一な 測定 点が 代用され てきた のが 実態で あ 
り， 関節の 運動 点 を 反映す る ものではなかった。 このため 関節の 形態学 的 構造の 運動の 中心 位置に 基づい 
た 関節 点の 定義の 統一 化が 要望 されて きた。 

こ う した 動き を 受けて， 工業技術 院 では 平成 3 年度 及び 平成 4 年度に 工業 標準 制定 原案 調査 作成 委託 を 
曰 本 人間工学 会に 対して 行った。 同学 会で は， 当時 審議 中であった ISO/DIS 7250.2 [Basic list of 
anthropometric measure 隱 nts (基本 人体 寸法 項目）] を 骨子と し， 人間工学 及び その 関連 領域に おいて 使用 さ 
れて レ 、 た 人体 寸法 測定 項 目 及び 関節 点 を も 詳細 に 調査 審議 し， JIS 原案 を 作成した。 

同学 会から 提出され た J1S 原案 は， 平成 5 年 11 月の 日本 工業 標準 調査 会 基本 部会の 審議 を 経て， 平成 6 
年 3 月 1 日付けで 通商産業大臣 によって 制定され た。 

1.2 今回 改正の 経緯 設計の ための 人体 測定に 関する 国際規格， ISO 7250 [Basic human body measurements 
for technological design] (設計の ための 基本 人体 測定 項目） が 平成 8 年 7 月 15 日 に 制定され た。 この 規格で 
は 56 項目の 定義が 規定され ている。 これに 対して J1S Z 8500 では 98 項目の 定義が 規定され ている。 JIS 
規格 制定が 先行した ため， 同じ 名称で あるのに 定義が 異なる 項目が 生じて しまった。 このため， ISO 規格 
との 整合性 を 図る 必要が 生じた。 このため， ISO/TC159( 人間工学 専門 委員会） の 国内 審議 団体で ある 日本 
人間工学 会 は 財団法人 日本規格協会に 対し 平成 11 年 11 月に JISZ8500 の 改正 原案 作成の 提案 を 行い， 平 
成 1.3 年 3 月 に 改正 原案 を 財団法人 日本規格協会に 提出 した。 

この 改正 原案 は 平成 13 年 9 月 の 口 本 工業 標準 調査 会 標準 舎 P 会の 審議 • 議決 を 経て, 平成 14 年 1 月 20 
日付けで 認められた。 

なお， 対応 規格で ある ISO 7250 の 日本語訳 を， 次に 示す。 

芦澤 坎美訳 ： "国際規格 ISO 7250 第 1 版 1996-07-15 工業 デザィ ンの ための 基本 人体 測定 項 目 英 
和 対訳 版"， 日本規格協会 

1.3 今回 改正の 基本 方針 改正の 基本 方針 は， ISO 規格と JIS の 整合性 を 図る ことで あるが， ISO 7250 
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は 基本 項 目 だけ を 選定して いるた め， 様々 な 分野で 適用 す る 場合 に は， そ の 分野に 特有の 項 目 を 加える こ 
とが 期待され ている。 そこで， 整合性 を 図る 際に， JIS に は あるが ISO 規格に はない 項目で も， 工業界で 
利用 されて きた 項目に ついては 削 除せ ず， 残す ことにした。 関節 点 の 定義 は JIS だ けで 定義され ている が， 

これ も 工業界からの 強い 要望に よって， 残す ことにした。 

1.4 主な 改正 点 主な 改正 点 を， 次に 示す。 

1.4.1 適用 範囲 ISO 規格との 整合性 をと り， 規格 制定の 意図に 関する 記述 を 加えた。 

1.4.2 用語の 定義 ISO 規格との 整合性 をと り， 集団， 犬たい （腿) 二頭筋な ど， 幾つかの 用語 を 加えた。 

1.4.3 測定 点 ISO 規格との 整合性 をと るた め 計測 項目 を 見直した 結果， 不要と なった 測定 点 [鼻根 点， 鼻 

せん （尖） 点， 鼻下 点， 胸骨 上 点， 恥骨 結合 点] を 削除し， 鼻 あん (鞍) 点 を 追加した。 また， ISO 規格との 整 
合性 をと り， 項 点の 定義 を 変更し， 名称 をヌ カーレと 変更した。 

1.4.4 測定 条件 ISO 規格との 整合性 をと り， 着衣， 支持 面， 左右の 測定， 測定器 具， その他の 条件 を 加 

えた。 

1.4.5 測定 項目 ISO 規格との 整合性 をと り， 5 項目の 定義 を 変更し， 14 項目 を 追加した。 これまでの 使 
用 実績 を 調べ， 不要と 思われる 6 項目 を 削除した。 また， 2 項目 [大 たい （腿) 長 及び 下たい （腿) 長] は 算出 
項目な ので， 附属 書 1( 規定） に 移動した。 

2. 適用 範囲 この 規格で は， 人間工学 などに おける 人体 寸法 制定に 関する 基本的な 事項 (測定 点， 測定 条 
件， 測定 項目 及び 関節 点） について 規定して いる。 この 規格 はこれ に基づいて 計測 を 実施す るた めの マニュ 
アルと して 使用す るた めの もので はな く ， 設計に 利用す るた めの 人体 寸法 力、 具体的に どのような もので 
あるか を， 国際的に 共通した 基準で 示す ものである。 

3. 各 規定 項目の 補足説明 

3.1 測定 点 (本体の 3.) 人体 図の 多く は， 次の 資料に 掲載され ている もの を 使用した。 

設計の ための 人体 計測 マニュアル ： 生命工学 工業技術 研究所 編， 日本 出版 サービス （1994) 
3.1.1 ヌ カーレ （表 1 の 5) 改正 前の JIS で この 測定 点に 対応す るの は 項 点 （こうてん） であり， その 英語 
名称 は inion であった。 この 規格で は 日本語 名称 をヌ カーレに， 英語 名称 を nuchale とした。 その 理由 は 次 
のとお りで ある。 人体 測定 は 人類学の 分野で 100 年 以上の 歴史 を もってお り， この 規格の 制定よ り 前に， 
ほぼ 世界的な 合意が できて いる。 その 合意のう えで は， inion は "正中 矢 状 面に おける 外 後 頭 隆起の 中央の 
点" である。 一方， ISO 規格で は inion という 名称 を "正中 面 上で， うなじの 筋の 間で 触れる ことができ 
る 後 頭骨の 最下 方の 点" として 用いて いる。 このように， imon という 名称の もとに 二つの 定義が 存在す る 
と 混乱 を 招く 可能性が 非常に 高い。 既に， 一般的 合意 事項と して inion は "正中 矢 状 面に おける 外 後頭隆 
起の 中央の 点" であり， "正中 面 上で， うなじの 筋の 間で 触れる ことができる 後 頭骨の 最下 方の 点" に 対し 
て は nuchale という 名称が 使われて いる 前例が ある 以上， nudiale を 採用す るの が 妥当で ある。 このように 
定. おが 変わった にもかかわらず， この 測定 点の 名称 を 変えずに いる と 混 舌し を 招く ため， 日本語 名称 をヌカ 
ーレと 変更した。 

参考文献 Martin, R. und R. Kniissmann, 1988 - Anthropologie, Bana i. uustav Fischer 
3.1.2 鼻 あん （鞍） 点 （表 1 の 7) 顔 高 (本体の 5 丄 5) の 測定 点と して 採用した。 改正 前の JIS では 顔 高の 測 
定点 は 鼻根 点 (nasion) であった。 人類学に おける 人体 測定で は， 鼻根 点 は "前頭 鼻骨 縫合 と 正中線の 交点"， 
鼻 あん （鞍) 点 （sdlion) は "正中線 上で 鼻根 部が 最も 陥 凹した 点" であり， 異なる 定義 を もっている。 一方， 
置 SO 規格で は nasion と sellion を 同じ ものと し， 両方と も "正中線 上で 鼻根 部が 最もく ぼんだ 点" として 
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いる。 また， 日本人 生体で は 鼻根 点が 非常にみ つけに く く， 信頼性が 低い。 以上から， ISO 規格と も 整合 

性が とれ， みつけ やすく も ある 鼻 あん （鞍） 点 を 採用す る ことにした。 

3.1.3 おとがい 点 （gnathion) (表 1 の 9) おとがい 点の 英語 名称 は， ISO 規格で は menton と gnathion を 同 
じ 測定 点 を さす ものと して 規定して いる。 改正 前の JIS では gnathion を 採用して きた。 市販の 人体 測定の 
教科書 類で も gnathion の ほうが 採用され ている。 したがって， ここで も gnathion を 採用す る こ と にした。 
3.2 測定 姿勢 (本体の 4.6) 

3.2.1 座 位 [本体の 4.6 の b)] この 規格で は 座 位 姿勢 は， "背す じ を 緊張す る ことなく 伸ばし， 肩の 力 を 抜 
いて， 上し （肢） を 自然に 下垂し， 両 ひじ （肘） を ほぼ 直角に 曲げる。 下し （肢） は， 左右の 犬たい （腿） を ほぼ 
平行に して， 両 ひざ (膝） と 両足 首 を ほぼ 直角に し， 足 底 を 床 面に 着ける" とした。 理由 は， 足 底 を 5^ 持し 
た 方が 下たい （腿） を 下垂した 状態よ り も 姿勢の 安定性が 高い こと， 筋の 緊張の ため， 下たい （腿） を 下垂し 
た 状態 の ほう が 寸法が 小 さくなる 項目が ある こと， 国内で はこ れ まで 足 底 を 支持 し た 姿勢で 計測 し ており， 
データが 蓄積され ている こ とに よる。 

なお， ISO 規格に おいて は 必ず 座 位で 測らなければ ならない 13 の 測定 項目のう ち 9 項目が 下たい （腿） 
を 下垂した 姿勢で， 3 項目 が 足 底 を 支持 し た 姿勢で 測 る ことにな つてお り， じ 項目に ついては 足 底の 支持 に 
ついて 規定がない が， 付図で は 足 底 を 支持して いる。 

3.3 測定器 具 (本体の 4.4) 推奨す る 標準 的な 測定器 具と して， アン トロ ボ メータ， 滑 動 計， 触角 計， 体 
重 計， 巻尺 を， 道具 類と して 一辺 20()mm の 測定 用 立方体と 直径 20mm の 棒 （円筒） を あげて ある。 これら 
の 測定器 具で は 正確に 測りに くい 場合 は， 別の 測定器 具 を 用いる ほうがよ い 場合 も ある。 例えば， 足 長で 
は 足 長 計測 器 (全 履 協 式） を， 内 果端高 や 座 位 転 子 高の よう に 絶対値の 小さい 高さ 項目 を 測る 場合 は ハイ ト 
ゲージ を 用いる とよい。 また， 握り 内径 を 測る 場合 は， 測定 用 円す い （錐） を 用いる とよい。 これ は 高さ 80 
mm ご と に 直径が 5 mm 増える よう な 円す い （錐） 台で ある。 
参考文献 

jurgeas, H.W. ： Zur Standard i si erung anthropometnscher Methoden. Anthropologischer Anzeiger, 3o (3) : 208— 
218, 1978. 

社団法人 日本 皮革 産業 連合会： 足型 研究開発 事業 報告書 (昭和 62 年度)， 1988. 
3.4 測定 項目 （本体の 5.) 測定 項目の 記述 形式 は 改正 前の JIS では 表であった 力 s， できるだけ 分か り やす 
くなる ように， この 規格で は 項目 ごとに 説明文と 説明 図 を 並べて 示す ことにした。 また， 調べたい 測定 項 
目 を 探し やすいよう に， 項目 全体が 見渡せる よ う な 全体 図 をつ ける こ と にした。 

各項 目の 名称に は 読み方が 難しい ものが 多い ので， 括弧 書きで 読み方 を 示し， また， 参考の ために 英語 
名称 を 示す ことにした。 英語 名称 は， ISO 規格に 対応す る 項目が ある 場合 は， その 名称 を 採用した。 また， 
ISO 規格の 項目との 対応 を 明確に する ため， 対応す る ISO 規格 項目が ある 場合 は， 英語 名称の 後ろに 括弧 
書きで ISO 規格の 項 目 番号 を 示す ことにした。 

3.4.1 顔 高 （本体の 5.1.5) 顔 高の 定義 を， 改正 前の JIS の "鼻根 点 （nasion) からお とがい 点までの 直線 距 
離" から "鼻 あん （鞍） 点 （sellion) からお とがい 点までの 直線距離" に 変更した。 その 理由 は， 3.1.2 に 述べ 
たと おりで ある。 また， ISO 規格での 顔 高の 名称 は "face length (nasion-menton) " であるが， このままで 
は 使用す る 測定 点が 誤ってい ると いう 印象 を 与える ので， 英語 名称 は 従来 どおり "facelength" とした。 
3.4.2 頭 矢 状 弧 長 (本体の 5.1.14) 頭 矢 状 弧 長の 定義 を， 改正 前の JIS の" み （眉） 間 点から 項 点 （inion) ま 
での 頭頂 点 を 通る 頭の 表面に 沿った 長さ" から "み （眉） 間 点から ヌ カーレ （nuchale) までの 頭頂 点 を 通る 頭 
の 表面に 沿った 長さ" に 変更した。 その 通 由 は 3.1.1 に 述べた とおりで ある。 

3.4.3 また （股） 下 高 (本体の 5,2.15) ISO 規格に ある 項目 を 採用した ものである 力、 説明文に， "読み取つ 
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た 寸法に アームの 幅 を 足す こと" という 一文 を 付け加えた。 その 理由 は， これ を しないと アームの 幅 分 だ 
け 実際の 寸法よりも 値が 小さくな るからで ある。 

3.4.4 座高 (本体の 5.3.1)， 座 位 外 眼 角 高 (本体の 5.3.2)， 座 位け いつい （頸椎） 高 (本体の 5.3.3) ， 座 位 肩 峰 
高 (本体の 5.3.4) ， 座 位ち ゆ う （肘) 頭 高 (本体の 5.3.5) ， 座 位 でん (臀） - しつがい (膝 蓋) 距離 (本体の 5.3.12) ， 
座 位 でん （臀） —しっか (膝 窩) 距離 (本体の 5.3.13)， 座 位 でん (臀） —腹 厚径 (本体の 5.3.16)， 座 位 でん (臀） 
幅 (本体の 5.3.17) ISO 規格で は 座 位で 下たい （腿） を 下垂した 状態で 測る ことにな つてい る 力;， この 規格 
では 足 底 を 支持した 状態で 測る ことにした。 その 理由 は 3.2.1 のとお りで ある。 

3.4.5 背面— 外 眼 角距 離 (本体の 5.2.26)， 背面— けいつい （頸椎) 点 距離 (本体の 5.2.28) ， けい （頸） 囲 （本体 

の 5.2.41) 改正 前の に， 方法と して "頭部 を 耳 眼 面 水平に 保持す る" を 加えた。 

3.4.6 背面— 肩 峰 距離 (本体の 5.2.27) ISO 規格で は， "両 上し （肢） を 水平 前方に 伸ばした" 姿勢で 計測す 
る こ とに なって いる 力、 この 規格で は 通常の 立 位 姿勢で 上し （肢） を 下垂した 状態で 測る こ と にした。 理由 

は， 上し （S 支） を 水平 前方に 伸ばした 状態で 肩 峰 点 をみ つける の は 難し く ， 上し （肢） を 下垂した 状態で 肩 峰 

点の 位置に マーク を 付ける と， その後で 上し （肢） を 水平 前方に 伸ばす と 皮膚に 付けた マーク と 肩 峰 点の 位 
置が ずれる ため， 通常の 立 位 姿勢で 計測す る のが 確実で ある ことによ る。 

3.4.7 ちゅう （肘） 間 幅 （本体の 5.2.34) ， でん (臀) 幅 (本体の 5.2.36) ， 座 位 でん （臀) 幅 （本体の 5.3.17) ISO 

規格に 合わせて， 改正 前の JIS に "測定の 際， 皮膚 を 圧迫し ない" という 文 言 を 付け加えた。 
3.4.8 座位大 たい （腿) 厚 （本体の 5.3.7) 読み は， 正確に は" ざいだ いたいこう" である 力 s， これ だと 座 位 
大 たい （腿) 高 (本体の 5J.8) と 全く 同じ 読み方に なり， 混乱 を 招く ため， "ざいだ いたい あつ" とした。 
3.4.9 座 位 でん （臀） —しつがい （膝 蓋） 距離 （本体の 5.3.12)， 座 位 でん （臀） 一し つか （膝 窩） 距離 （本体の 
5.3.13) , 座 位 でん （臀） 一 下たい （腿) 後 縁 距離 (本体の 5.3.14)， 座 位 でん （臀） 一転 子 距離 (本体の 5.3.15)， 座 
位 でん （臀) 一 腹厚径 距離 (本体の 5.3.16) 改正 前の JIS に， でん (臀) 部 後 縁の 位置 を 決める ために 測定 用 
立方体 を 使う こと を， 説明文に 付加した。 

3.4.10 第二 指 長 (本体の 5.4.3)， 第二 指 近 位 関節 幅 (本体の 5.4.9)， 第二 指 遠 位 関節 幅 (本体の 5.4.10) 手 

指に 関する 測定 項目 は， 第二 指に ついて だけ 定義した。 第三 指から 第五 指に ついては， 第二 指の 定義 を 準 
用す る ことができる。 

3.4.11 けい (茎) 状 突起 間 幅 (本体の 5.4.5) 改正 前の JIS では 手 根 幅と して "とう （橈) 骨け い （茎) 状 突起 

と 尺骨け い （： 茎） 状 突起の 遠 位での 最小 幅" があった 力、 ISO 規格との 整合 をと るた め， "とう （橈） 骨け い 
(茎) 状 突起 と 尺骨 けい (蓥) 状 突起 の 最も 側 方に 突出した 部位 間 の 幅" に 変更した。 定義 を 変更 したため， 
名称 もけい （墓) 状 突起 間 幅 と 変えた。 

3.4.12 足 幅 （斜め） （本体の 5.4.16) 改正 前の JIS では 名称が" 足 幅"， 英語 名称が foot breadth であり， そ 
の 定義 は "脛 側 中 足 点 と 腓側中 足 点 の 間 の 直線距離" であった。 今回 ISO 規格 と の 整合性 を 図 る た め に "足 
幅 (軸 直交)" （英語 名称 foot breadth) を 追加した。 名称が 同じで 定義が 異なる 二つの 項目が あると 混乱 を 
招く ため， 日本語 名称 を "足 幅 （斜め）" に， 英語 名称 を foot breadth, diagonal に 変更した。 また， J1S (靴の 
サイズ IIS S 5037) で" 足 幅" という 名称の 寸法 項目が 規定され， 靴 業界で は 実際に 使用され ている 力、 
その 定義 は 改正 前の JIS の ものと は 少し 異なって いた。 そこで， 実際に 使用され ている 方法に 合わせて "足 
幅 (斜め）" の 定義 を 変更し， けい （脛) 側 中 足 点と ひ (腓) 側 中 足 点 を 通る 垂直 断面の 最大 幅と した。 
3.4.13 足 幅 （軸 直交） （本体の 5.4.17) ISO 規格に よ れば こ の 項 目 は 触角 計で 測 る こと が 推奨 されて いる が， 
触角 計 は 2 点 間 距離 を 測る ための 測定器であって， これで 長軸に 対して 直交す るよ う に 幅 を 測る こ と ほで 
きない。 このため， ここで は 使用 測定器 をかん (桿) 状 計と した。 

3.4.14 身長 (本体の 5.2.2)， 上し （肢) 挙上 指せん (尖) 端 高 (本体の 5.2.12)， 背面— 指せん (尖) 距離 (本体の 
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5.2.24) , 最外 体 幅 （本体の 5.2.33) 改正 前の JIS では これらの 項目の 定義 は "カバ 臥) 位 姿勢に も 適用 可能" 

という コメントが ついていた 力 s， これ を 削除した。 由 は， が （臥) 位での 測定 項目 は 基本 項目と はいえず， 
カバ 臥) 位での 測定値 は 立 位での 測定値 と 異なる こと は 明らかで あり， 混乱 を 避ける ため に は 別 の 項 目 名 を 
付けた ほうがよ いためで ある。 



4. JIS 原案 作成 委員会 分科会の 構成 表 平成に 年度の 人間工学 J1S 原案 を 作成す るに 当たり， 財団法人 
日本規格協会の 委託 を 受けて， 日本 人間工学 会に ISO 13406-1 [Ergonomic requirements for work with visual 
displays based on flat panels— Part 1 : Introduction] の JIS 原案 を 作成す る 第一 分科会， ISO 9241 17 [Ergonomic 
requirements for office work with VDTs— Part 17： Form filling dialogues] の JIS 原案 を 作成す る 第二 分科会， ISO 
11064-1 L Ergonomic design of control centres ― Part 1 : Principles tor the design of control centres] の J IS 原 を 作 
成す る 第二 zr 禾斗 会， ISO 9241-15 [Ergonomic requirements for office work with VDTs 一 Part 5 : Workstation layout 
and postual requirements] の JIS 原案 を 作成す る 第 四 分科会， ISO 7250 [Basic human body measurements for 
technical design] を 元に JIS Z 8500 : 1994 の 改正 を 行 う 第五 分科会 及び 五つの 分科会の 調整 を 図る J1S 原案 
作成 委員会 本 委員会 を 設け 延べ 52 回の 本 委員会， 分科会 を 開催し， 審議 作成 を 行った。 2000 年に 設置 さ 
れた 委員会の うち JISZ8500 の 改正 原案 作成 を 行った 原案 作成 委員会 分科会と 本 委員会の 構成 表 を， 次に 
示す。 

JIS Z 8500 (人間工学 一 設計の ための 基本 人体 測定 項目） 原案 作成 委員会 本 委員会 構成 表 
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★ 内容に ついての お 問合せ は， 技術 部 規格 開発 課へ FAX ： 03-3405-5541 で ご連絡 ( ださ い。 
★J1S 規格 栗の 正 翁 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 S "標準化 ジャーナル" に， 正' 誤の 内容 を搏 載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火驪 日に， "日経 産 31 新 [JfT 及び "日刊 工業 新閉" の JIS 発行の 広告 棚で， 正 親 票が 

発行 さ れた 規 t 各 番号 及 び 規格の 名 f き; をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， チ 約され ている 部門で 正誤 票が 発行され た 場合に は 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS 規格 票の ご注文 及び 正 K 裏 を ご 希望の 方 は， 普及 事業部 普及 粟務 R (FAX ： 03- 3583-0462) 
又は 下 K の 当 協会 各 支部へ FAX でお 願いいた します。 
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